
― 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第458集

もと ―みや くま どう

本宮熊堂 B遺跡第18次発掘調査報告書
国道46号盛岡西バイパス建設事業関連遺跡発掘調査

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタエ



祉
本宮熊堂B遺跡第18次発掘調査報告書
国道46号盛岡西バイパス建設事業関連遺跡発掘調査

みや くま どう



本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財

が数多 くのこされております。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産で

あり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資

料であります。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわ

たって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要とされます。それらの開

発にあたっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれその土地ととも

にある埋蔵文化財保護との調和も求められるところであります。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整の

もとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の事前の緊急発掘調査を行い、

記録保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、国道46号盛岡西バイパス建設事業に関連して平成15年度に行つた

本宮熊堂B遺跡第18次調査の成果をまとめたものであります。この調査により段

丘上に立地する縄文～古代にかけての集落の様子がこれまで以上に明らかになり、

当時の集落を考えるうえで貴重な資料を提供することができました。

本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時にそ

の保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力を

いただきました国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、盛岡市教育委員

会をはじめとする関係各位に対し、深 く感謝の意を表します。

平成17年 1月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長
`針

 田



例  言

1.本書は、岩手県盛岡市本宮字熊堂45-1ほかに所在する本官熊堂B遺跡第18次発掘調査の成果を収録し

たものである。

2.調査は、国道46号盛岡西バイパス建設事業に伴い、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経

て、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センターが実施した緊急発掘調査である。

3,本宮熊堂B遺跡は岩手県遺跡登録台帳番号 L E16-2118、 第18次調査の調査略号はOKO-03-18であ

る。

4。 発掘調査面積は5,H8ぽ、発掘調査期間は平成15年 4月 11日 ～6月 30日 、同年 9月 18日 ～10月 8日 である。

発掘調査は、福島正和・吉田 充・野中真盛・齋藤麻紀子が担当した。

5,発掘調査に際する基準点、補助点の測量・設置は、株式会社吉田測量設計に業務委託した。

6.整理作業は平成15年 12月 1日 ～平成16年 3月 31日 の期間、齋藤麻紀子が担当した。

7.本書の執筆および編集は、野中真盛・齋藤麻紀子の協力を得て福島正和・吉田 充がおこなった。

8.発掘調査においては、盛岡市都市整備部盛岡南整備課、盛岡市教育委員会、地域振興整備公団岩手総合

開発事務所のご協力をいただいた。

9.石質鑑定は花尚岩研究会に委託した。

10。 調査および報告書作成にあたり、以下の方々のご教示をいただいた。 (敬称略・順不同)

鎌田 勉 (岩手県教育委員会)、 人木光則、津島知弘、三浦陽一、今野公顕 (盛岡市教育委員会)

11.本書では、国土地理院発行「盛岡 。日詰  1:50,000」 地図を使用した。

12.検出遺構の土層注記における土色および出土土器の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法

人日本色彩研究所 色票監修『新版 標準土色帖』2002年度版に準拠した。

13.調査で出土した遺物および実測図、写真等の各種記録類の一切は岩手県立埋蔵文化財センターに保管し

ている。

14。 本書発行以前に現地説明会で資料および調査成果を公表したが、公表内容と本書記載事実との不一致、

相違に関しては整理作業期間を経ている本書をもって正とする。



目

序

例言

<本

I.調査に至る経過 ………………………………。1

Ⅲ.遺跡の立地と環境 ・…………………………… 1

1.地理的環境 ………………………………・ 1

2.歴史的環境 ………………………………・ 5

Ⅲ.調査の方法 ……………………………………・ 9

1.発掘調査の方法 …………………………。9

2.整理作業の方法 …………………………。9

3.記載方法と凡例 ・………………………… 10

Ⅳ.検出遺構と出土遺物 ・………………………… 11

1.基本層序と遺構配置 ……………………。11

2.I区の遺構と遺物 ・……………………… 12

3.Ⅱ 区の遺構と遺物 ・………………………21

4.Ⅲ区の遺構と遺物 ………………………・28

<図
第 1図 遺跡位置 …………………●中̈ 中中●0……●。… 2

第 2図 地形分類 ・………………………………… 3

第 3図 周辺の遺跡分布 …………………………・ 6

第 4図 調査区割 …………………………………・ 9

第 5図 層序断面模式図・………・中̈ ………●・中中中0 11

第 6図 遺構配置図 ・……………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

第 7図  1区遺構配置 ……………………………・ 12

第 8図  R D 162・ 163・ 168・

169土坑 …………… 13

第 9図  I区出土遺物 (古代以前)・…………… 14

第10図  R D 164・ 165土坑 ……………0中●…………Ⅲ… 17

第11図  R D159'160土坑 ………………………・ 19

第12図  R D161・ 166・ 157土坑 ………●中̈ 中●…… 20

第13図  R D159'167土坑出土遺物 ……………・21

第14図  Ⅱ区遺構配置 ……………………………Ⅲ22

第15図  R A081竪穴住居 ……………………… 23

第16図  R A081竪穴住居出土遺物 …………… 24

次

文>
5.Ⅳ区の遺構と遺物 ・………………………45

6。 遺構外出土遺物・………………………… 55

V。 調査のまとめ・…………………………………67

1.縄文～弥生時代 ・…………………………67

2.奈良～平安時代 …………………………・67

3。 まとめと今後の課題 ……………………・68

Ⅵ.考察 ……………………………………………・ 69

平安時代における墓損 ………………………・69

1.は じめに ,…………………………………69

2.墓墳の類例 ………………………………・69

3.墓娠の特徴と意義 ………………………・ 71

4。 まとめ ,…………………………………・・ 72

版>
第17図  R G097溝跡 ……Ⅲ……………………… 25

第18図  R G098溝跡 ……………………………。26

第19図  R G097・ 098溝跡出土遺物 ……………・27

第20図  Ⅲ区遺構配置 ……………………………Ⅲ29

第21図  R A069竪穴住居 ……………………… 31

第22図  R A069竪穴住居カマ ド ……………… 32

第23図  R A069竪穴住居出土遺物 …………… 33

第24図  R A070竪穴住居 ……………………… 34

第25図  R A070竪穴住居カマ ド ……………… 36

第26図  R A070竪穴住居出土遺物 …………… 37

第27図  R A071竪穴住居 ……………………… 38

第28図  R A071竪穴住居出土遺物 …………… 39

第29図  R G097溝跡 …………………………… 40

第30図  R G098溝跡 …………………………… 41

第31図  R G097・ 098溝跡出土遺物 ……………。42

第32図  R D170土坑 …………………………… 43

第33図  R D171～ 175土坑 い―…………・。。……。43



第34図  R D176～ 182土坑 ………………………・

第35図  R D179・ 180土坑出土遺物 ・……………

第36図  Ⅳ区遺構配置・・…………………………・

第37図  R A072・ 073竪穴住居

R D 183土 坑 …………

第38図  R A072・ 073竪穴住居カマ ド …………・

第39図  R A072・ 0路竪穴住居

出土遺物 ・………………

第40図  R D 183土 坑出土遺物 …………………

第41図  R E 012竪 穴住居状遺構 ………………

第42図  R E 013竪 穴住居状遺構 ………………

<
盛岡南新都市計画整備事業

関連遺跡一覧 …………………・ 5

第43図  R E012,013竪 穴住居状

遺構出土遺物 …………・

第44図  R D184～ 186土坑、

R Z 014そ の他遺構 …………… 訊

第45図  R D184～ 186土坑、

R Z 014そ の他遺構出土遺物 …… 55

第46図  R G102・ 124～ 127溝跡 ……………… 56

第47図 遺構外出土遺物 (古代以前)・………… 57

第48図 遺構外出土遺物 (古代以前)・………… 58

第49図 遺構外出土遺物 (古代以降)・………… 59

第50図 墓壊類例 ・………………………………… 70

表  >
表 2 周辺遺跡一覧 (1)。 (2)・………………

表 5 遺物観察表 …………………………………・

４４

　

４５

　

４６

48

49

50

50

51

52

７

　

６０

表 1

<写真図版>
カラー写真

写真図版 1

写真図版 2

写真図版 3

写真図版 4

写真図版 5

写真図版 6

写真図版 7

写真図版 8

写真図版 9

写真図版10

写真図版11

写真図版12

写真図版13

写真図版14

写真図版15

写真図版16

写真図版17

イノンシ形土製品 (I区カクラン出土)… 73

発掘調査前現況 ……………………・聖

全景 …̈……………………………・75

R D162～ 166土坑 ………………… 76

R D 168・ 169土七尤・…………………………77

R D159～ 161L坑 …………中●●…………・78

Ⅱ区調査前現況・調査風景 ………・79

Ⅱ区全景 ……………………………
。80

R A081竪 穴住居跡 ……………… 81

R A081竪 穴住居跡 ……………… 82

R G097・ 098溝跡 (H区 )………・83

R G098溝 跡 (Ⅱ 区)………………・84

R A069竪 穴住居跡 ……………… 85

R A069竪 穴住居跡 ……………… 86

R A070竪 穴住居跡 ……………… 87

R A070竪 穴住居跡 ……………… 88

R A071竪 穴住居跡 ……………… 89

R G097・ 098溝跡 (Ⅲ 区)……… 90

R D167・ 170・ 176・ 177土坑 ……。91

R D178～ 181土坑 …………………・92

R A072・ 073竪穴住居跡 …………。93

R E012竪穴住居状遺構 ………… 94

R E013竪穴住居状遺構 ………… 95

R D 182・ 184土坑、

R Z 014性格不明遺構 ……… 96

R A081 …………・・……Ⅲ……・……・・……・… 97

R A081 RG097・ RG098・……………・99

R A069 ① ………………………… 100

R A069 ②・R A070 …………101

R A070'R A071

R G097・ R G098… …………Ⅲ102

R G097・ R G098 R D180

R A072・ R A073… …………Ⅲ103

R A072・ R A073

R E012・ R E013 RD183・ …104

写真図版18

写真図版19

写真図版20

写真図版21

写真図版22

写真図版23

写真図版24

写真図版24

写真図版25

写真図版26

写真図版27

写真図版28

写真図版29



写真図版30

写真図版31

写真図版32

R D184～ R D186 R Z 014・ ……105

R D 184～ R D186

R Z014 遺構タト 中●●̈"中……0106

茫■寄争タト …・̈・…・̈・̈・…Ⅲ…。中0中●中●中●̈0107

写真図版33 遺構外 ………Ⅲ……………………… 108

写真図版34 古代以前 ……………………………・109

写真図版35 古代以前 ……………………………・110



I。 調査に至る経緯

本宮熊堂B遺跡第18次調査は、盛岡西バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区内に存することから

発掘調査を実施することになったものである。

一般国道46号は、盛岡市を起点に奥羽山脈を仙岩 トンネルで越え、国道13号に接続し、秋田市に至る延長

約117kmの主要幹線道路であり、盛岡市で一般国道106号 と接続することにより、太平洋と日本海を結ぶ大動

脈の役割を担っている路線である。

盛岡西バイパスは、盛岡市永井地割字高屋と同市上厨川字前潟の間7.8に mの区間で計画されている。近年の

交通の増大と車両の大型化に伴い、年々増大する交通需要に対応し、通過交通の分離による交通の円滑化、

交通安全の確保及び沿道環境の改善を図ることを目的に昭和59年度に着手、昭和62年から工事着手、一部供

用し事業を進めている。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が分布調査を実施し、本宮熊堂B遺跡も確認

されている。本宮熊堂B遺跡については平成14年度に試掘調査を実施している。その結果に基づいて岩手県

教育委員会は国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所 (現河川国道事務所)に対し、事業について照会し

た。回答を受けた岩手県教育委員会は岩手工事事務所と協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事

業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

これにより、岩手県教育委員会は平成15年度事業について平成15年 1月 14日 付け「教生第1457号」により、

財団法人岩手県文化振興事業国に、平成15年 3月 6日 付け「教生1630号」により、岩手工事事務所長へ通知

した。これを受けた財団法人岩手県文化振興事業団は平成15年 4月 1日 付けで岩手河川国道事務所長と岩手

県文化振興事業団理事長との間で委託契約を締結し、4月 1日 から本宮熊堂B遺跡第18次の発掘調査に着手

した。 (国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

Ⅱ。遺跡の立地と環境

1.地理的環境
盛岡市は岩手県の県庁所在地で面積48915甑、人口は約28万人である。文化・経済の中心地でもあり、産

業面においては第 3次産業への従事人口が 8割を占め、特にサービス業が大きな割合を占めている。江戸時

代は南部藩の城下町で、現在は東北新幹線、東北自動車道、国道などが交差する交通結節点で北東北の玄関

口でもある。平成12年に特例市へ移行し、広域圏の周辺市町村とともに総合的 。一体的発展をめざしている。

隣接市町村は、東側が下閉伊郡岩泉町およびサ|1井村、西側が岩手郡雫石町、南側が紫波郡矢巾町と紫波町お

よび稗貫郡大迫町、北側が岩手郡滝沢村および玉山村の 5町 3村である。

盛岡市街地は北上低地帯に広がり、その東西両側には北上山地と奥羽山脈が低地帝に平行して南北方向に

連なる。低地帯内部では北上川が北から南に流れ、これに西から流れる雫石川と東から流れる中津川・梁

川が盛岡駅南側で合流する。奥羽山脈東縁では北西側には岩手山 (2040.5m)が舎え、ここから南側に標高

400m前後の山 (高峰山 (415.9m)。 鳥泊山 (3891m))が、さらに御所ダム付近の峡谷部を挟んで800m前後

の山 (箱ケ森 (8655m)、 赤林山 (855m)、 毒ケ森 (782m)、 南昌山 (848m))が連なり、この800m前後の

山の前面には丘陵状の地形が広がる。北上山地西縁では北東側に姫神山 (1,124.5m)が答え、ここから南側
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に標高700～ 900m(蔦 頭山 (709.8m)、 明神山 (雅6.2m)な ど)、 550～ 600mの 山 (高森山 (625.8m)、 朝島

山 (607m)な ど)が連なる。

北上山地はなだらかな地形を呈し、隆起準平原と考えられている。古生代や中生代の堆積岩 (砂岩・粘板

岩・輝緑凝灰岩 。石灰岩など)お よび花尚岩から構成され、基盤岩の走向方向に対応して北北西―南南東の

地形配列がみられる。北上山地は古い時代の地層が分布する地帯として古くから研究が行われてきた。早池

峰構造帯という「断層帝」を挟んで北側に北部】L上帯 (中生代付加体)と南部北上帝 (島弧性地質体)に区

分されていたが、最近の研究で断層帯ではなく、独立した地質ユニットとして区分され、「早池峰帯」(古生
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代付加体)と 呼ばれるようになった。

奥羽山脈は第三系から構成される地域で、北上山地に比し起伏が大きく、急峻な地形を呈するところが多

い。岩手山を代表とする第四紀に形成された新規火山地域と、新第三系の砂岩・火山岩・凝灰岩などのいわ

ゆるグリーンタフが分布する非火山地域に区分される。

北上低地帯 (北上平野)は河岸段丘堆積物や岩手火山噴出物、沖積層が堆積する。これらの堆積物は雫石

川を挟み北と南ではその分布が異なり、南側では沖積層が広く分布する。北側では岩手火山噴出物が広く分

布し、河岸段丘堆積物は北上川沿いではわずかに点在し、雫石川以北では比較的広く分布する。岩手火山東

麓に分布する河岸段丘は下位から松内・黒石野段丘、渋民・高松段丘、好摩段丘、門前寺段丘、上田段丘に

区分され、上田段丘を除いて砂礫層上にそれぞれ外山火山灰上部層、渋民火山灰、分火山灰を累積させる。

岩手火山噴出物は降下火砕堆積物の他に岩屑なだれ堆積物が分布し、盛岡市街地から玉山村門前寺付近まで

の北上川沿いでは青山町岩屑なだれ、大石渡岩屑なだれ、平笠岩屑なだれの各堆積物が分布する。沖積層は

主に礫層からなり、雫石川以北では各河川沿いの狭い範囲に分布する。雫石川以南で広 く分布する沖積層は

自然堤防と後背湿地が発達する。本遺跡は礫層を主とする自然堤防上に立地する。       
´

奥羽山脈と北上低地帯との境界部に活構造があることが1950年代頃から指摘され、近年の調査で活断層があ

ることが確認されている。遺跡南西側湯沢団地付近から胆沢郡胆沢町南部にかけての長さ62kmに わたつて南

北に延びる。この活断層は西傾斜の逆断層で、トレンチ調査によると少なくとも4,500年前頃に活動している

と考えられている。 (吉田)

(参考・引用文献)

岩手県滝沢村教育委員会 (2000):「岩手山の地質」.滝沢村文化財調査報告書第32集

活断層研究会 (1992)i「日本の活断層」.東京大学出版会

川村信人「日本列島最古の化石海洋プレート ー早池峰帯の吉生代付加体」

<且ゅ//wvw.hokudaiac.jp/scttnce/sdence/Hl生 11/iVttVTopた shtm>(20髄 /3/10アクセス)

各県の地質 岩手県<httpy/www,tohokげ geo.nejp/data/�atehtml>(2004/3/10アクセス)

地震調査研究推進本部地震調査委員会 (2001):「北上低地帯西縁断層帯の評価」

<httpy/wwvjishin.go.,p/main/chousa/01jun kitakami/> (2004/3/9ア クセス)

盛岡市の概要 <httpy/dr,yahOα co,jp/regbnЛ ttapaneseregbnS/tOhoku/前 ate/dies/monOka/Oudine/(2004/3/87ク セス)>
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2日 歴史的環境

本宮熊堂B遺跡の所在する盛岡市域には、現在約500以上もの遺跡が確認されている。これら多数の遺跡

は、時代・性格・内容において多岐に渡る。しかしながら、現段階での遺跡分布状況は、遺跡の時代によっ

てやや偏在傾向が認められる。

縄文時代の遺跡あるいは散布地は、雫石川北岸に位置する台地上に多くみられ、大新町遺跡などを含む大

館遺跡群などが挙げられる。

一方、古代の遺跡は本宮熊堂B遺跡の位置する雫石川南岸、北上川西岸の地域に集落遺跡が高い密度で分

布している。主に奈良～平安時代の集落が広がる地域である。

中世の遺跡は、丘陵地を中心にみられる館跡等が市域各地に散見される程度で現段階では不明な点が多い。

本書に掲載した本宮熊堂B遺跡周辺において現在、盛岡南新都市区画整備事業関連の発掘調査において縄

文時代の遺構 。遺物が確認されている遺跡は、本宮熊堂A遺跡・台太郎遺跡などが挙げられる。特に本宮熊

堂B遺跡に隣接する本宮熊堂A遺跡は縄文時代晩期を中心とする集落遺跡である。詳細な時期は特定し得な

いが坤電文時代の陥し穴が周辺の遺跡で確認されている。 (福島)

第 1表 盛岡南新都市計画整備事業関連遺跡一覧

番号 遺 跡 名 時 代 種 別 香号 遺 跡 名 時 代 種 別

大宮北 古代 集落跡 40 野古A 古代 集落跡

16 小 幅 古代 集落跡 40 飯岡沢田 古代 集落跡

本宮熊堂 (熊堂B) 古代 集落跡 41 台太郎 古代 。中世 集落跡

本宮熊堂A 縄文・古代 集落跡 42 飯岡才川 古代 集落跡

18 稲荷 古代 集落跡
つ
０
И
生 細谷地 古代 集落跡

19 鬼柳A 古代 集落跡 43 向中野館 古代・中世 城館跡

-5-



れ
骰
釣
名
‐

飛

第 3図 周辺の遺跡分布
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第 2表 周辺の遺跡一覧 (1)

番号 遺 跡 名 上
寸 代 種 別 番号 遺 跡 名 時 代 種 別

1 細 田 古代・平安 散布地 負慎Jと I 縄文・古代 集落跡

2 館 (大田館 ) 古代・(平安 ) 集落跡 60 熊堂Ⅲ 古代 平安 集落跡

3 八 ツ 回 古代 散布地 熊堂Ⅱ 古代 平安 集落跡

4 八圭ト 古代 。(奈良・平安) 集落跡
つ
々 下久根 Ⅱ 縄文・古代 散布地

5 上野屋敷 古代 散布地 63 石持 古代 散布地

6 畑 中 古代 集落跡 64 松 島 古代 集落跡

7 小沼 古代 平安 集落跡 田中 古代 平安 集落跡

8 五兵衛新田 古代 集落跡 南谷地 古代 平安 集落跡

9 天沼 古代 集落跡 因幡 縄文・古代 散布地

10 竹鼻 古代 集落跡 68 新井田Ⅱ 古代 散布地

石仏 古代 集落跡 69 木節 古代 。平安 集落跡

ガくF弓 古代 集落跡 70 アイノ野 縄 文 散布地

林テ‐句 古代 集落跡
７
‘ 湯重 縄 文 散布地

大宮 古代 。中世 集落跡
つ
々 後島 4邑文 散布地

20 鬼柳 C 古代 集落跡
７
ｒ 小田 I 古代 散布地

鬼tlil B 古代 集落跡
７
ｒ 新 田 古代 平安 集落跡

９

″ 野古 B 古代 散布地
７
ｒ 湯沢大館 吉代～中世 散布地

つ
０
つ
る 上越馬 B 古代 集落跡 一本松 平安 散布地

24 辻屋敷 古代 集落跡
ラ
イ 大島 古代 散布地

つ
々 堤 縄文 吉代 散布地 78 間木 古代 散布地

26 月見山 縄 文 古代 散布地 境 田 古代 散布地
ワ
‘
つ
る 山 中 縄文 古代 散布地 80 房本 古代 散布地

28 蟹沢下 古代 散布地 81 陣当 古代 集落跡

細 越 縄文 散布地 82 生畔 吉代 集落跡

30 飯岡山館 中世 散布地 83 夕覚 古代 散布地

31 高館古墳路 奈良～平安 古墳 84 向中野幅 古代 集落跡
つ
る 高館 4電文 散布地 85 南仙北 縄 文 古代 集落跡
つ
じ
つ
υ 大柳 I 古代 集落跡 86 碇堰 古代 奈良 集落跡

34 藤島Ⅱ 平安 ? 散布地
Ｏ
Ｏ 西鹿渡 古代 集落跡

藤島 縄文・平安 集落跡 88 百目木 4毛文 古代 集落跡

36 二又 古代 平安 散布地 89 坂の下 糸亀文 散布地

つ
０ 西田A 古代 集落跡 90 中島 古代 集落跡

38 西田B 古代 集落跡 三本柳幅 冷邑文 古代 集落跡

39 前田 古代 集落跡
つ
々
〔
ν 下永林 縄文・古代 散布地

И
仕 矢盛 古代 散布地 いたこ塚 近 世 祭祀跡

45 深淵 I 古代 平安 集落跡 94 永井経塚 近 世 祭祀跡

46 飯岡林崎Ⅱ 古代 集落跡 95 永井前田 古代 散布地

ワ
イ
刀
仕 赤坂Ⅱ 平安 ? 散布地 96 ネ申田 古代 散布地

48 飯岡赤坂 古代 散布地 神田塚 近 世 祭祀跡

49 いたこ塚 近世 祭祀跡
０
０ 下永井 古代 散布地

50 小館 (羽場館 ) 中世 散布地 99 荒屋 古代 集落跡

砂子塚 古代 散布地 100 高櫓A 古代 集落跡

飯岡林崎 I 古代 集落跡 101 高櫓B 古代 散布地

53 上新田 古代 平安 集落跡 和野 古代 散布地

54 深淵 Ⅱ 古代 平安 集落跡
つ
０
〔
） 三百刈田 古代・中世 集落跡

55 西 古代 平安 集落跡 104 古館 中世 散布地

56 高屋敷 I 古代 散布地 105 見前館 古代 集落跡・城館跡

ワ
‘ 高屋敷 ] 古代・平安 散布地 見前中島 古代 散布地

58 下久根 I 縄 文 古代 散布地
〔
υ 伊志田 古代 散布地
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第 2表 周辺の遺跡一覧 (2)

番号 遺 跡 名 時 代 沌霊 男U 番号 遺 跡 名 時 代 種 別

106 見前中島 古代 散布地 156 黒石野平 古代 (平安 ) 集落跡
（
） 伊志田 古代 散布地 ７

‘
一ｂ 東緑が丘 4邑文 散布地

108 大桜前 古代 集落跡 158 上田一里塚 近世 祭祀跡

109 上浅子 古代 散布地 159 箱清水 縄文 。古代 散布地

110 大波野 I 古代・縄文 散布地 160 右京長根 縄 文 散布地

大波野Ⅱ 縄文 散布地 161 人幡森 縄文 散布地
つ
る 赤林一里塚 江 戸 散布地

つ
々
盗
υ 高松神社裏 縄文 散布地

113 島 不 明 散布地 163 高松 糸毛文 古代 散布地

114 湯沢 縄文 散布地 164 上堤頭 イ邑文 散布地

白沢 縄文 散布地 165 長根 縄文 散布地

滝沢笹森 縄文・奈良・平安 散布地 166 宇登坂 縄文 散布地

大緩 縄 文 平 安 散布地 167 IFR石 縄文 散布地

118 別当森 縄 文 平安 散布地 168 洞清水 縄文 散布地

笹森 縄 文 散布地 169 稲荷窪 縄 文 散布地
つ
る 室小路 8 縄文 散布地 170 上田山 縄文・古代 散布地
つ
々 室小路 16 縄文 散布地

ワ
イ 金比羅前 縄 文 散布地

つ
々 室小路 5 縄文 平安 散布地 南武家墓所 近 世 散布地
つ
々 室小路 9 縄文 散布地 173 久保屋敷A 縄文 散布地

124 室小路 15 縄文 散布地 174 岩清水 縄文 散布地
つ
々 室小路コ 縄文・古墳 散布地 175 新茶屋 縄文 散布地

126 室小路 3 縄文・奈良。平安 散布地 176 歳ノ神 4亀文 散布地

127 穴 口 縄文・古代 集落跡
７
ｒ 新茶屋口 糸邑文 散布地

128 室小路 10 縄 文 弥 生 散布地 178 合 間 縄文・古代 散布地

129 室小路 4 紀 文 散布地 179 道 下 縄文・古代 散布地

130 室小路 12 縄 文 平安 散布地 180 甘 石 冷亀文 散布地
つ
０ 室小路 6 縄 文 散布地 181 屠牛場 縄文・古代 散布地
つ
０ 室小路 11 縄文 奈良 散布地 つ

つ
０
０ 楢山田 イ罷文 散布地

つ
じ 室小路 7 縄文・古墳・奈良・平安 散布地

つ
υ
Ｏ
Ｏ 愛宕山 近世 散布地

134 室小路 13 縄文・古代 散布地 184 四ツ家 古代 散布地
つ
０ 室小路 I 縄文 平安 散布地 185 久保屋敷 B 縄 文 散布地

136 室小路 14 縄文・古代 散布地 186 永祥院経塚 近世 経塚跡
つ
じ 諸葛橋 縄文・古墳・奈良・平安 集落跡 ▼

ｒ
Ｏ
Ｏ 鍛治町 近世 一里塚

138 高柳 縄文̀弥生.古墳・奈良・平安 集落跡 188 盛岡城 中世 近世 散布地

139 堤橋 縄文 古代 散布地 189 獅子が鼻 中近世 散布地

140 諸葛橋 縄文 古代 散布地 190 鼻子 縄文 弥生 散布地

141 氏子橋 縄文 古代 散布地 191 新庄 縄文 散布地

142 上堂頭 縄文 古代 集落跡 つ
ね
〔
υ 瀬戸 縄文・弥生 散布地

143 赤 装 縄 文 古代 散布地 193 花垣館 (花坂館 ) 中世 散布地

144 長橋町 縄 文 古代 散布地 194 山王山 縄文 。古代 集落跡
万
■ 水道 縄 文 古代 散布地 195 砂溜 縄文・古代 集落跡

146 幅 □ 古代 集落跡 196 中野館 中世 散布地

147 幅 Ⅱ 古代 集落跡 ７
イ 大慈寺町 糸罷文 散布地

148 幅 I 古代 (奈良) 集落跡 198 新山館 古代。中世・近世 集落跡・城館跡

149 大館堤 縄文・古代 集落跡 199 金勢 縄文・古代 散布地

稲荷町 縄文・古代～近世 集落跡 200 葛西館 縄文～古代 散布地

151 大新町 縄文・古代 集落跡 201 立 石 縄文・古代 散布地・集落跡
つ
つ
区
υ 安倍館 (厨川城 ) 縄文・中世 散布地 202 壇ヶ森 縄文～近世 散布地

153 上堂 縄文・古代 散布地 203 蝶ケ森館 中世 散布地

154 前九年 な話文 集落跡 204 縄文・古代 散布地

155 宿田南 中世 近世 集落跡 20[ 角下 縄文・古代 散布地
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Ⅲ。調査の方法

1日 発掘調査の方法

調査開始時、調査区境に沿って調査区を全周する細長い試掘 トレンチを掘削し、その土層断面によって調

査区全域での遺構検出面を確認した。その後、表土をバックホーにより除去し、それ以降の掘削作業は人力

でおこなった。調査中は適宜、写真撮影および実測をおこない記録の保存に努めた。

調査区割とグリッドの設定および遺構名称は、盛岡市教育委員会の方針に従っている。正方形グリッド最小

単位を2× 2mと した。グリッドの設定および実測に用いた基準点は表 3の とおりである。

遺構出土遺物は遺構・位置 。層位の各単位で取り上げ、遺構外出土遺物はグリッド・層位単位で取り上 tデ

た。

遺構名は遺跡内統一の連春であるため、調査時に付与したものが欠番になることもあったが、統一連番にす

るべ く新しい遺構名・番号を与え報告した。また、過年度調査されている遺構の続きは、過年度調査の遺構

名および遺構番号をそのまま踏襲 した。遺構名略号は、竪穴住居 (RA)・ 竪穴住居状遺構 (RE)・ 土坑

(RD)・ 溝跡 (RG)・ 性格不明遺構、その他 (RZ)である。

2日 整理作業の方法

発掘調査中に作成した遺構実測図は必要に応じて合成および修正をおこない、必要なものは第 2原図を作

成し浄書した。遺構名は、発掘調査時のものと整理作業・報告書用のものとで新旧の対応表を作成した。

発掘調査中に撮影した遺構写真は、351nHlモ ノクロ。35o14カ ラーリバーサル・ 6× 7版モノクロを使用し、

それぞれファイルに整理し台帳を作成した。本書では、そのうち必要な遺構写真について紙焼き、 トリミン

グをおこない写真図版に掲載した。

X==35,250.000

第 4図 調査区割
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出上した遺物は、水洗した後注記・接合し、必要な遺物に関しては石膏による復元をおこなった。それら

作業過程中、本書に掲載するものを選出し実測、写真撮影を実施した。実測した遺物は浄書をおこな
い挿図

版として掲載し、撮影した遺物写真についてもすべてを写真図版に掲載した。掲載した遺物は、原則的に実

測に堪え得るものを中心に選出した。また、体部のみの破片は器壁の傾きが判明する遺物のみを選出した。

遺物写真は、立面での撮影を原則としたが、立面での撮影が不可能な破片については平面的な撮影をお
こ

なった。

3山 記載方法と凡例

本書で使用する方位は、座標による方位である。よって平面図中に付されている北方位印はす
べて座標に

よる北である。検出した遺構の欠損部分は、波線による推定線を加えて表現した。また、調査において任意

で設定したトレンチ掘方、調査区境および現代の攪乱は一点鎖線とし、 トレンチおよび攪乱の平面はケバを

変えて遺構のそれと区別した。

遺構の重複については、平・断面図ですべてを示している。個々の遺構平面図は、基本的に遺構主軸を重

視して配置したが、主軸の定まらない不定形、円形の平面形帯を呈する遺構については、北が上になるよう

に掲載した。竪穴住居の平面図はカマ ドのある側辺を上向きに配置し主軸に合わせ、出土した土器は、本書

では以下の通りに分類し報告することとした。

従来のあかやき土器とされている杯類は土師器 (非黒色処理、ミガキなし)と した。この分類は客観性を

持たせることが目的であるが、非黒色処理でミガキの施されない杯と焼成不良の須恵器杯とは極めて不分明

であると言わざるを得ない。両者の決定的な差異は焼成に他ならない。よつて、一部で遠元が進んで
いるも

のや須恵器の形態 。製作技法がみられるものは本来須恵器を指向したと考えられ、器表面に黒斑が顕者にみ

られるものは本来土師器を指向していたと考えられるため、部分的に還元不足が認められる土器や黒斑を有

する土器は遺物観察表中の備考欄に表記した。

掲載した土器実測図は、奈良平城京跡、京都平安京跡の調査報告書に準じて 1/4の縮尺で統一した。先

述した分類により須恵器の断面は黒塗り、土師器の断面は白抜き、黒色処理されている土師器は半分にアミ

をかけ表現した。調整の痕跡は表のとおり区分し、内外面ともに中央半分のみの表現にとどめた。口縁部に

施されるヨコナデは、図の煩雑さを避けるため表現していない。また、土器実測図における稜線は弱
い屈曲

や日縁端部、底端部の稜を一点抜き直線、強い屈曲や明瞭な調整の変化点は実線、ロクロ等の回転力を利用

した回転ナデは、その凹凸の凸部に二点抜き直線で表現した。

竪穴住居出土遺物は、原則的に住居毎のまとまりで図・写真を掲載したが、遺構間で接合した遺物は本文

中・遺物観察一覧に表記し、より原位置に近い出土状況にある遺構の方を優先させ掲載した。  (福 島)
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Ⅳ.検出遺構と出土遺物

1.基本層序と遺構配置
調査区の基本層序は、上層から順次第 1～ 4層 に分かれる。 (第 5図 )

第 1層は、現代の耕作土や宅地造成盛土など表土層に該当するものである。層厚は場所によって異なるが、

概ね10～ 30cmである。

第 2層は、黒色シルトの無遺物自然堆積層で、上面は遺構検出面であり、以下下層はいわゆる地山である。

I区南端、Ⅲ区南端では良好に残存しているが、その他のエリアでは削平のためか確認できない。

第 3層は、褐色シル ト層で、第 2層 から第 4層へ移り変わる中間的な漸移層である。第 2層 と同様に I区

およびⅢ区の南端では良好に残存しているが、その他のエリアでは確認できない。

第 4層 は、責褐色シルト層である。

第 5層 は、砂礫層である。 I区およびⅢ区の北半は第 1層 (表土)直下で認められる。

遺構配置は、 I区南端、Ⅱ区、Ⅲ区、Ⅳ区で遺構が認められ、基本層序の第 2層が良好に残存する部分は、

遺構も良好に検出することができる。

第 1層

第2層

第3層

第4層

第5層

第 5図 層序断面模式図

Ⅲ区

第 6図 遺構配置 (S=1:250)

Ⅲ

第1層

第2層

第3層

第4層

第5層

―

　

〃

／

― H―



2.I区の遺構と遺物
I区は、第18次調査区西端に位置し、概ね方形を呈する。面積は約1,500ド を測る。この調査区南端は、本

宮熊堂B遺跡第15次調査区と、東端は本宮熊堂B遺跡第 14次調査区とそれぞれ接する。また、調査区北側に

は本宮熊堂A遺跡が立地する。この I区は、面積の約70%が昭和初期の土取り場として利用されているらし

く深さ80cmにおよぶ大規模な人工的落ち込みと埋め立て土がみられた。よって、遺構は縄文時代晩期～平安

時代の遺構と遺物がみられる。

RD162土坑 (第 3図、写真図版 3)

I区中央南端 60区の北、遺構北東隅が 601hの 区画点から28cm南に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高124.1lmを 測る。この面は、近現代の耕作によつて水平に

削平されているものとみられる。

平面形態は、不整な楕円形を呈する。平面規模は東西長1.lm、 南北長は93cmを測る。底面はやや凹凸がみ

られる。土坑の最深部は40cmを測る。

埋土は、黒褐色シルトの単一層で地山シル トをブロック状に若干量含む。この混入物は、埋土中に均一的に

存在している。分層不可能な単一層であることや、地山シルトブロックを含むことから、埋土が人為的な堆

積である可能性が高い。

この土坑は検出時には不明瞭であったが、R D 163土 坑との切 り合い関係が断面に認められる。この断面か

らこの上坑はR D 162土坑に切られていると判断され、R D 163土坑はR D 162土坑より古い遺構である。

このR D 162土 坑の性格は不明であるが、人為的な堆積状況や周辺の遺構のあり方などの諸属性より墓壊で

ある可能性が考えられる。

第 7図  I区遺構配置
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RD163

8_延

蜀 ＋
０２５ｍ

RD162
1 10YR3/3
RD163
1 10YR2/1
2 10YR3/3
3 10YR3/4
4 10YR4/3
5 10YR5/6

+602i
124.200m

RD168
1 10YR2/2 黒褐色シルト (小礫を含む 縄文土器片を含む 植物による撹乱)
2 10YR4/4 褐色シルト (10YR2/3黒 褐色シルトブロック含む 細粒砂含む)
a 10YR3/4 暗褐色シルト (細粒砂含む)
4 10YR3/2 黒褐色シルト (細粒砂含む 地山ブロック含む しまり中)

暗褐色シルト (細粒砂～粗粒砂多く含む 地山ブロック微量含む しまり中)

黒色シルト (細粒砂含む 埋土の中位に数個の中礫を含む しまりやや強)
暗褐色シルト (細粒砂含む 地山ブロック含む しまり弱)
暗褐色シルト (細粒砂含む 地山ブロック含む)
にぶい黄褐色シルト (細粒砂微量含む)
黄褐色シルト質砂 (し まりやや強)

124.200m

124.200m

黒色シルト (細粒砂含む)
黒褐色シルト (粗粒砂含む 地山ブロック含む しまりやや強)

６。＋

RD169
1 10YR2/1
2 10YR2/3

第 8図  RD162・ 163・ 168・ 169」二坑
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Ocm

※ 1～ 3は (S=1:2)

第 9図  I区 出土遺物 (古代以前 )

RD163土坑 (第 8図、写真図版 3)

I区南端 60区の北、遺構北端が 601hの区画点から1.6m南に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によつて水平に

削平されているものとみられる。
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土坑の平面形態は、不整な楕円形を呈する。平面規模は長軸1.45m、 短軸は指定値
で87cmを測る。底面は

北から南の方向に向けてやや深さが増している。土坑の深さは、本来検出できる面より低
い位置で検出した

ためすべて復元推定値であるが、北端で53cm、 南端で21cm、 最深部で54cmを 測る。

土坑の埋土は、黒褐色のシルトが堆積しており、概ね 2層からなる。上層のシルトは底面ま
で一気におよ

んでいる堆積状況を示し、下位層は地山シルトのブロツクを含む。上層が分層不可能で大きな単位
であるこ

とや、下層に地山シルトブロックを含むことから、埋土が人為的な堆積である可能性が高
い。

底面より約15cm程度上面では、礫を 6個外検出した。これらの礫は、石質
・形状・大きさともに不揃いで

ある。しかし、土坑中央にまとまった状態で検出され、他の埋土中には礫の混入が認められな
いことから何

らかの理由で人為的に並べ置かれたと考えられる。

また、この土坑は検出時には不明瞭であったが、断面からR D 162土坑と切 り合
い関係が認められる。この

断面からこの土坑はR D 162土坑を切つていると判断され、R D 162土坑より新し
い遺構であると考えられる。

この土坑の性格は不明であるが、人為的な堆積状況、まとまった礫の出土や周辺にある他
の遺構のあり方

などの諸属性より墓坑である可能性が考えられる。埋土が古代の遺構と明らかに異なり、微量ながら縄文
土

器片が出土することから縄文時代の遺構と考えられる。 (第 9図 1)

RD164上坑 (第 8図、写真図版 3)

I区南端 60区の北、遺構南端が 601hの 区画点の32cm北に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高約124.03mを 測る。この面は、近現代
の耕作によつてもっ

とも深く削平されている箇所であるとみられる。

土坑の平面形態は、不整な円形を呈する。平面規模は直径78～86cmを 測る。底面は、土坑中央
で深くなる

形状を呈する。土坑の深さは北端で18cm、 南端で21cm、 最深部で23cmを 測る。

土坑の埋土は、黒褐色シルトの単一層で地山シルトをブロック状に若干量含む。

底面より約15cm程度上面では、礫を6個体検出した。これらの礫は、石質
・形状 。大きさともに不揃いで

ある。しかし、土坑中央にまとまった状態で検出され、他の埋土中には礫の混入が認められな
いことから何

らかの理由で人為的に並べ置かれたと考えられる。

この土坑も性格不明であるが、人為的な堆積状況、まとまった礫の出土や周辺の遺構
のあり方などの諸属

性より墓猿である可能性が考えられる。埋土が古代の遺構と明らかに異なり、微量ながら縄文
土器片が出土

することから縄文時代の遺構と考えられる。 (第 9図 2)

RD165土坑 (第 8図、写真図版 3)

I区南端 60区の北、遺構北端が 601nの 区画点より64cm南 に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高124.120mを 測る。この面は、近現代
の耕作によつて水平に

削平されているものとみられる。

土坑の平面形態は、不整な円～方形を呈する。平面規模は南北長125m、 東西長は1.29mを 測
る。底面はほ

ぼ平坦であるが、中央から南側が緩やかに深さを増している。土坑の深さは北端で18cm、 南端
で21cm、 最深

部で23cmを測る。
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土坑の埋土は、黒褐色のシル トが単一層で堆積 している。中 。上層のシル トには地山をブロック状に若干

量含む。

この土坑の性格は不明である。

RD166土坑 (第 8図、写真図版 3)

I区南端 60区の北、遺構北東隅が 601jの区画点の45cm南 に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によって水平に

削平されているものとみられる。

土坑の平面形態は、楕円～不整な方形を呈する。平面規模は長軸145m、 短軸は指定値で87cmを 測る。底

面はほぼ平坦であるが、中央から南側が緩やかに深さを増している。土坑の深さは北端で18cm、 南端で21cm、

最深部で23cmを 測る。

土坑の埋土は、黒褐色のシルトがほぼ水平に堆積しており、4FAね 3層からなる。中 。上層のシルトには地

山をブロック状に若千量含む。

この上坑の性格は不明であるが、その他の上坑と特徴が酷似している。

RD168土坑 (第 3図、写真図版 4)

I区南端 60区の北、遺構北東隅が 602jの区画点の45cm南 に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によって水平に

削平されているものとみられる。

土坑の平面形態は、楕円～不整な方形を呈する。平面規模は長軸1.45m、 短軸は指定値で87cmを 測る。底

面はほぼ平坦であるが、中央から南側が緩やかに深さを増している。土坑の深さは北端で18cm、 南端で21cm、

最深部で23cmを 測る。

土坑の埋土は、黒褐色のシルトがほぼ水平に堆積しており、概ね 3層からなる。中 。上層のシルトには地

山をブロック状に若干量含む。

この土坑の性格は不明であるが、原位置を保つ土器が 3点 まとまって出土したことより、土器の埋納行為

が想定され祭祀的な意味合いを持つ土坑であった可能性が高い。

出土した遺物より縄文時代晩期であると考えられる。

出土した遺物は3個体の土器である。 (第10図、写真図版32)

1は小形深鉢である。頸部～体部最下端まで縄文が施され、日縁部は小単位の波状を呈する。 2は浅鉢で

ある。頸部には変形した工字文が施される。日縁部には突起が 4方にみられ、口縁端部には沈線が巡る。底

部外面はミガキが密に施されている。また、文様の凸部には赤色の顔料がみられ、赤彩が施されていたと考

えられる。 3は小形深鉢である。頸部～体部最下端まで縄文が施されている。

3点 とも土坑中よりまとまって出土した。いずれも大洞A式 と考えられる。
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RD164
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ー
卿粒砂多く含む 地山プロック含む しまりやや強)

A     北餌h
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1 19YR2/2 黒桐色シルト (細粒砂～中粒砂多く含む 小礫含む しまりやや強〉

中

第10図  RD164・ RD165■坑
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RD160上坑 (第 11図、写真図版 5)

I区南端 60区の北、遺構北東隅が 601hの 区画点の45cm南に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によって水平に

削平されているものとみられる。

遺構の大半はR D 160土坑によって切られており、さらに南側は調査区外へと続く。切り合い関係からこ

の上坑は、R D 160土坑より古い遺構であると考えられる。

平面形態は、楕円～不整な方形を呈する。

平面規模は長軸1.45m、 短軸は指定値で87cmを測る。底面はほぼ平坦であるが、中央から南側が緩やかに

深さを増している。土坑の深さは北端で18cm、 南端で21cm、 最深部で23cmを測る。

埋土は、黒褐色のシルトの単一層が堆積しており、火山灰をブロック状に若千量含む。

なお、この土坑の性格は不明である。

RD159土坑 (第 11図、写真図版 5)

I区南端 60区の北、遺構北東隅が 602fの 区画点より98cm西に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によって水平に

削平されているものとみられる。

平面形態は、東西を指向する隅九長方形を呈する。

平面規模は南北長2.18m、 南北長は1.22mを 測る。底面は全体の深度差が l cm内外で収まり平坦である。

土坑の深さは北端で34cm、 南端で34cm、 中央部で35cmを測る。

埋土は、黒褐色のシルトがほぼ水平に堆積しており、概ね 3層 からなる。中・上層のシルトには火山灰を

ブロック状に若千量含む。

床面直上で回縁部の欠損した土師器郭が出土した。

この上坑は規模、形態、遺物の出土遺物のあり方から墓壊である可能性が高い。

RD166土坑 (第 12図、写真図版 5)

I区 60区の北に位置する。

平面円形を呈する皿状の小土坑である。掘り込みは浅く、大幅に削平が及んでいると考えられる。

埋土に火山灰を含まず、遺物も出土しなかったため時期は不明である。

RD167土坑 (第 12図、写真図版 5)

I区 60区の北に位置する。

平面不整な方形を呈する浅い土坑である。

埋土から縄文土器片が出土しているが、他の古代以前に属する遺構とは埋上の様子がことなるため、混入

遺物である可能性も考慮に入れる必要がある。 (第 9図 3)
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RD161土坑 (第 12図、写真図版 5)

I区南端 60区の北、遺構北東隅が 601hの区

画点の45cm南 に位置する。

検出面は、第 2層上面のほぼ平坦な面で、標高

124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によつ

て水平に削平されているものとみられる。

平面形態は、楕円～不整な方形を呈する。平面

規模は長軸1.45m、 短軸は指定値で87cmを 測る。

底面はほぼ平坦であるが、中央から南側が緩やか

に深さを増している。土坑の深さは北端で18cm、

南端で21cm、 最深部で23cmを測る。

埋土は、黒褐色のシルトがほぼ水平に堆積しており

ブロック状に若千量含む。

この土坑の時期および性格は不明である。

第13図 RD159。 167土坑出土遺物

、概ね 3層からなる。中・上層のシル トには火山灰を

(福島)

3.I区の遺構と遺物
Ⅱ区は、南北辺に対して東西辺が約 2倍長い直角三角形を呈する。調査区調査区中央やや西寄りに位置し、

面積は、約370♂を測る。

この調査区南端はⅢ区と、東端は本宮熊堂B遺跡第14次調査区とそれぞれ接する。また、調査区北側には

本宮熊堂A遺跡が立地する。この調査区では、主に平安時代の遺構と遺物がみられる。

RA081竪穴住居 (第 15図、写真図版 8・ 9)

調査区西側のVp10c付近に位置し、西側 1/3は調査区外に続 く。

検出面は、第 2層上面である。

平面形態は、やや不整な方形を呈し、規模は北壁4.5m以上、東壁 3m、 南壁 2m以上を測る。

主軸は、南東方向である。

埋土は、一部攪乱の及ぶ箇所が認められるが、主に赤黒のシルトが堆積している。埋土中には礫や粗砂が

多く混じる。

出土した遺物は土師器郭、甕である。 1～ 6は土師器杯である。 (第 16図、写真図版26。 27)

1～ 3・ 5は Plの焼土を伴う埋土から出土し、 4・ 6は竪穴住居埋土から出土した。

4は体部下半でやや膨らみを持つ特異な器形を呈する。

底部が残存していない 4は不明であるが、 1・ 2・ 6は回転糸切り後無調整である。 3・ 5は底部切り離

し法不明であるが、切り離し後底部および体都再下端に回転ヘラケズリが施されている。

7は Pl埋土、竪穴住居埋土から出土した土師器甕である。成形および調整にロクロは使用されていない。

外面調整は下半と上半で、それぞれ痕跡の見え方が異なるが、調整の単位幅、調整方向ともに同じであるた

め同一工具で施されたと考えられる。内面調整は横方向のハケで体部全面、密に施されている。

いずれも9世紀後半～10世紀初頭に属する。

∞監#墜磐 m
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第16図 RA081竪穴住居出土遺物
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10YR5/8 黄褐色砂質粘土と25YR7/1灰 白粘土 (30%)の混合土
75YR3/1 黒褐色砂礫質シルト (礫径 5～ 1 0cm亜円礫 2%)し まる
10YR1 7/1 赤黒礫混シルト (礫径約 10cm亜 円礫 2%)し まる
75YR17/1 赤黒砂礫混シルト (礫径 5～ 10cm亜円礫 30%)し まる
10YR1 7/1 赤黒色シルト混砂礫 (礫径 5～ 10cm亜円礫)し まる
10YR1 7/1 黒色シルト質砂礫 (礫径 1～ 8cm亜円礫)しまる

1 10YR17/1 黒色シルト質砂礫 (礫径 1～ 8cm亜円礫)しまる
2 10YR3/4 暗褐色砂礫と10YR2/3黒褐色シルトの混合土 しまる
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第17図 RG097溝跡
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土餌甘

1,75YR2/1 黒色シルト質砂礫
(礫径最大 5cm平均数cm亜円礫)しまる
2 10YR4/6 褐色砂礫
(礫径数～ 5cm亜円礫)しまる

75YR2/2 黒褐色砂礫混シルト (礫径最大 10cm平 均 1～ 2cm亜円礫)
土器片含 しまる
75YR2/1 黒色砂質シルト しまる
10YR2/3 黒褐色砂礫混シルト (礫径数cm数 %)し まる
10YR1 7/1 赤黒砂礫 しまる
75YR2/1 黒色シルト質砂礫 (礫径最大 5cm平均数cm亜円礫)しまる

土w3n

1,

あ
&
4
5

m

第18図 RG098清跡

RG097溝跡 (第17図、写真図版10・ 11)

調査区中央、Vp13f～ 8iに位置する。約 2m南東側にはR G 098溝 跡が併走する。また、溝南端はⅢ区に

続く。

規模は、開口部幅1.4～ 1.7mを 測る。

断面形はロート状を呈し、底面は南西に向かつて下がる傾斜が認められる。埋土は、上下 2層 に分かれ、

上層は黒褐色シルトである。地山が混入している。下層は黒色シル ト質砂礫で地山に由来すると思われる。

-26-



RG098溝跡 (第17図、写真図版10011)

調査区中央、Vp13f～ 81に位置する。約 2m南東側にはR G 097溝跡が併走する。また、溝南端はⅢ区に

続く。

規模は、開口部幅1.4～ 1,7mを 測る。

断面形はロート状を呈し、底面は南西に向かつて下がる傾斜が認められる。埋土は、上下 2層 に分かれ、

上層は黒褐色シルトである。地山が混入している。下層は黒色シルト質砂礫で地山に由来すると思われる。

RG097・ 098溝跡出土遺物 (第 19図、写真図版29)

24個体の土師器杯が出土したが、いずれも破片である。 いずれも9世紀後半～10世紀初頭に属する。

(吉田)

(S=1:4)        20cm

第19図 RG097・ 098溝跡出土遺物

轟
　
！
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4日 Ⅲ区の遺構と遺物

Ⅲ区は第18次調査区南東端に位置し、lllね三角形を呈する。面積は約1,400ポ を測る。この調査区南端は、

本宮熊堂B遺跡第15次調査区と、西端は本宮熊堂B遺跡第14次調査区とそれぞれ接する。竪穴住居など主に

古代の遺構を確認した。

RA069竪穴住居跡 (第 21・ 22図、写真図版12・ 13)

調査区中央やや東寄り、 21区南西隅に位置する。遺構北西隅が区画点 2121eに近接する。R D 170土

坑を切つて存在する。

検出面は第 1層直下、第 5層上面であり、標高T,P,124.400mを測る。第 5層 の礫層上面に遺構は存在す

る。

平面形態は、長方形を呈するが、西側コーナーが内側に大きく歪んでいる。

規模は、短軸である南北長286m、 長軸である東西長は3.65m、 深さ5.2cmを測る。

埋土は、概ね単層のシルトからなり、埋土中には火山灰をブロック状に多く含む。火山灰ブロックは、比

較的大きな塊状を呈し、降下時の純粋な堆積ではないと考えられる。

側壁は、すべて良好に残存しており、いずれの側壁立ち上がりは明瞭である。

カマドは、住居南側コーナー付近、南側壁やや西寄りに位置する。カマド両袖は、崩落のためか不整な形

状を呈しており、特に東袖は西袖に比べ平面的に大きく広がつている。

カマド燃焼部はカマド両袖の間に位置し、焼土化した面は煙道にまで及んでいる。燃焼部の中央には支脚

として用いられたと考えられる土師器高台付杯が逆さまで出土した。

煙道は、住居の外に約 lmの長さで存在する。埋土中に長く帯状の焼土層を確認した。この焼土は本来煙

道の天丼部の崩落によつて生じたものと考えられるため、煙道は本来 トンネル状に作られていたものと考え

られる。

床面は、残存している長さ南北3.20m、 東西2.65mを 測り、堅く締まっているが、礫層を掘 り込んで作ら

れているため凹凸のある石混じりの床面である。

床面では散乱した状態で遺物を検出した。特にカマド周辺には多くの土器が出土した。また、柱穴はみら

れなかった。

貼床は、顕著なものが確認できなかった。多少の凹凸を補う程度のものであったのかもしれない。

柱穴はみられなかった。

遺物は、竪穴住居埋土および付属する施設等から土師器を中心に土器類が出土した。 5。 9・ 10。 11・ 16

が床面直上、 3はカマド支脚、 8は カマド燃焼部、13・ 17は カマ ド袖の中からそれぞれ出土した。その他は

竪穴住居埋土出土である。

出土した遺物は土師器郭、甕である。

1～ 10は土師器郭である。 1・ 5は内面ミガキ調整と黒化処理が施されている。 3は高台付郭である。

1は体部外面に墨書が認められる。文字であると考えられるが欠損しているため判読不能である。残存し

ている部分から類推すると「山」の可能性が考えられる。

4はやや深い法量の杯である。

11～ 18は土師器甕である。11・ 13・ 17・ 18は ロクロが用いられていないが、12・ 14・ 15・ 16は ロクロが用

-28-
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いられている。

時期は、遺構埋土に十和田 a降下火山灰がみられることや、遺物の特徴から考えて 9世紀後半～10世紀前

半にかけての竪穴住居であると考えられる。

RA070竪穴住居跡 (第 24・ 25図、写真図版28)

調査区中央やや西寄り、 2H区南端中央に位置する。遺構南西隅が区画点 2H24eに 近接する。

検出面は第 1層直下、第 2層上面であり、標高約 T.P。 124,400mを 測る。

平面形態は、ほぼ方形を呈する。

規模は、南北長 3.02m、 東西長 2.92mを測る。

埋土は、概ね上下 2層 のシルトからなり、ほぼ水平堆積である。埋土上層中には火山灰ブロツクが含まれ

ている。

側壁は、南西側壁の一部が植物の影響で攪乱されているが、その他はすべて良好に残存している。いずれ

の側壁立ち上がりも明瞭である。

カマドは、住居東側コーナーに2基存在し、北東方向に煙出しが延びるものと南東方向に煙出しが延びる

ものを確認した。

北東側カマ ド両袖は、わずかな高まりをもって確認できた。

北東側カマドの燃焼部は、カマ ド両袖の間に位置し、焼土化した面は円形に広がる。

北東側煙道は、住居の外に約 lmの長さで存在する。煙道は本来 トンネル状に作られていたものと考えら

れるが、天丼部は削平のため確認できなかった。

南西側カマ ド両袖は、痕跡すら残存 していなかった。

南西側カマドの燃焼部焼土は、北東側カマ ド袖近くで確認した。煙道直線上の住居床面に存在することか

ら、この南西側カマドに伴う焼土であると考えられる。

2基のカマドは残存状況の比較から併存していたとは考えられない。両袖が欠損し煙道と燃焼部焼土のみ

が残っている南西側カマ ドの方が古いカマドで、両袖ともに残存している北東側のカマ ドが新設されたと考

えられる。

床面は、残存している長さ南北 2.80m、 東西 2.55mを測り、堅く締まっているが、礫層を掘 り込んで作ら

れているため凹凸のある石混じりの床面である。

貼床は、顕著なものが確認できなかった。多少の凹凸を補う程度のものであったのかもしれない。

柱穴はみられなかった。

出土した遺物は、土師器・須恵器である。 (第26図、写真図版28)

1・ 2は煙道、 4は床面直上、 5は カマド埋土、その他は住居埋土出土である。

5の須恵器杯以外はすべて土師器イである。 4・ 6は内面ミガキ調整、黒化処理が施されている。

時期は、遺構埋土に十和田a降下火山灰がみられることや、遺物の特徴から考えて 9世紀後半～10世紀前

半にかけての竪穴住居であると考えられる。
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RA069カマド断面
1 10YR2/2 黒褐色シルト (経 1～
2cmの火山灰ブロック含む

9
10
11

12
13
14
15

16

17

18

19
20
21
22

炭化物粒・焼土粒ごく微量含む粗粒
砂多い径 3～ 5cmの礫多い)
5YR4/6 赤褐色シルトの焼土
(炭化物粒微量含む)
5YR5/8 明赤褐色シルトの焼土
(炭化物粒微量含む)
10YR2/1 黒色シ,レ ト
(焼土粒含む携乱 ?)
75YR4/4 褐色シルト (炭化物粒、
細粒砂微量含むやや赤変する)
75YR3/2 黒褐色シルト (炭化物
粒微量含む、細粒砂・粗粒砂含む)
10YR2/3 黒褐色シルト (焼土粒・
炭化物粒微量含む小礫多く含む)
10YR4/2 灰黄褐色シルト (炭化物片含む、径 5～ 10mmの 焼土ブロ
ック含むカマドのソデ部分)
75YR4/3 褐色シルト (焼土粧・炭化物粒含む)
10YR4/6 褐色シルト (焼土粒・炭化物粒微量含むカマドソデの崩落?)
5YR5/8  明赤褐色シルトの焼土 (焼土粒・炭化物粒微量含む)
75YR2/2 黒褐色シルト (細粒砂・粗粒砂含む)
75YR4/2 灰褐色シルト (院土粒・炭化物粒含む)
10YR3/4 暗褐色シルト (黄褐色シルトブロック含む 植物による攪乱)
10YR3/3 暗褐色粘土質シルト (細粒砂～粗粒砂含む)
10YR4/6 褐色粘土質シルト (焼土ブロック・炭化物粒微量含む)
10YR5/6 黄褐色シルト (炭化物粒極微量含む 細粒砂含む)
75YR2/2 黒褐色シルト (焼土ブロック・炭化物粒含む)
75YR4/6 褐色粘土質シルト (焼土プロック・炭化物粒多量に含む)
75YR4/6 褐色粘土質シルト (炭化物粒含む)
75YR4/2 灰褐色粘土質シルト (焼土・炭化物粒含む)
10YR4/4 褐色粘土質シルト (径 3cm大 の焼土ブロック含む 炭化物
粒含む)
23 75YR3/2 黒褐色シルト (炭化物粒微量含む)
24 75YR2/2 黒褐色シルト (細粒砂～粗粒砂含む)
25 10YR3/1 黒褐色シルト (粗粒砂含む)

5YR5/6 明赤褐色シルトの焼土 (炭化物粒微量含む)
75YR3/2 黒褐色シルト (焼土粒・炭化物粒含む)
75YR3/3 暗褐色粘土質シルト (炭化物粒微量含む 土器片を含む)
10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質シルト (焼土粒・炭化物粒微量含む)
75YR3/1 黒褐色シルト (炭化物粒微量含む)
5YR3/6 暗赤褐色シルトの焼土 (明赤褐色の焼土粒を含む 炭化物
粒を含む)
75YR2/3 極暗褐色シルト (焼土粒・炭化物粒含む小礫含む)
75YR3/2 黒褐色シルト (焼土プロック・炭化物粒微量含む粗粒砂含む)
10YR2/1 黒色シルト (粗粒砂含む RD150の 埋土)

0       (S=1:20)       lm
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第22図 RA069竪穴住居カマド
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第23図 RA069竪穴住居出土遺物
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124.600   a

RA070埋上
1 10YR2/3 黒褐色シルト (径 1～ 3cmの火山灰ブロック・焼土粒・炭化物粒微量含む小礫・植物根多く含む)
2 10YR2/1 黒色シルト (粗粒砂微量含む植物の根多く含む)

m

第24図  RA070竪穴住居

RA071竪穴住居跡 (第27図、写真図版28)

調査区中央やや西寄 り、 2H区南端中央に位置する。遺構南西隅が区画点 2H24eに近接する。

検出面は第 1層直下、第 2層上面であり、標高約 T.P。 124,000mを 測る。

平面形態は、ほぼ方形を呈すると思われるが、攪乱により輪郭が定かではない。

規模は、南北長3.74m、 東西長3.34mを測る。

埋土は、単層の黒褐色シルトからなり、ほぼ水平堆積である。埋土上層中には火山灰ブロツクが含まれて

いる。
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〇
〇
　
　
げ
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側壁は、西側壁の一部および東側壁が残存しているが、その他は攪乱により失われている。

床面は、残存している長さ南北 2.80m、 東西 2.55mを 測り、堅く締まっているが、礫層を掘り込んで作ら

れているため凹凸のある石混じりの床面である。

西側床面に焼土や遺物を含む高まりを確認した。当初カマドの袖と想定したが、規模から考えて不適切で

ある。

その他住居とすべき施設は認められなかった。
‐

欠損部分など不明な点が多いが、規模や形態、遺物の出土状況から考えて竪穴住居であると思われる。

出土した遺物は、土師器・須恵器である。(第28図、写真図版28)

1・ 7は袖状の高まりから、その他はすべて埋土中から出土した。

1～ 3・ 6はすべて土師器郭である。 1・ 3・ 6は内面ミガキ調整、黒化処理が施されている。

1'3はいずれも焼成後とみられる線刻が施されている。記号か文字かは判然としない。
4・ 5は須恵器不である。

7は土師器甕である。頸部～口縁部は欠損している。内外面工具による調整と考えられるが摩減のため不

明瞭である。

時期は、遺構埋土に十和田 a降下火山灰がみられることや、遺物の特徴から考えて 9世紀後半～10世紀前

半にかけての竪穴住居であると考えられる。

RG097清跡 (第29図、写真図版17)

Ⅲ区西端に位置する。検出面は第 1層 直下、第 5層上面および 2層上面であり、標高約T.P.124.400mを

測る。

ほぼ南北方向を指向する直線的な溝である。南は第15次調査区に、北はⅡ区に延びる。

規模は、幅45～ 58cm、 長さ34mを 測る。

断面形態は、中央に深い掘り込みがあり、両肩に段を有する形状である。

埋土は、大きく分けて東側肩部のシルト層とその他の溝本体埋土とに分かれる。肩部の埋土は最も早い段

階に遺構の肩崩れによって生じたものと推定できる。

埋土には最下層で滞水性粘土がみられる部分が存在し、このことから最下層埋没後、一旦埋没が停止して

いるようである。また、その直上層は小礫や砂粒を含むことから流水状態が想定される。

形態や方向性から人工的に掘削された溝であると考えられるが、自然に埋没したものと考えられる。

底面は凹凸が激しく、流水あるいは滞水のためか鉄分の沈着が認められる。

出土遺物は、古代の土器が出土した。(第30図、写真図版27・ 23)

1・ 3・ 4。 6～ 8が埋土中から出土した遺物である。

1・ 3・ 6・ 7は土師器郭である。

1は体部外面に線刻が認められる。文字か記号かは判然としないが、「井」状の4本線がみられる。

6は内外面黒化処理されている。法量が大きく、外面にヘラケズリ・内外面に細かなミガキが施され、回

転ナデが施されていないため 8世紀代の土器であると考えられる。

4は須恵器杯である。

8は土師器甕である。底部外面に細かい砂粒の付着が認められる。
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RA070北カマド
1 10YR2/2
2 75YR3/4
3 75YR2/3
4 10YR3/4
5, 75YR5/8
6 75YR3/2
7, 7 5YR4/6
8 75YR4/3
9 10YR5/8
10 10YR4/4
11 10YR2/2
12 75YR3/2
13.5YR3/4

第25図 RA070竪穴住居カマド

-36-

と_すすす_4Mゴニ空上_____ゴ
m



時期は、これまでの調査成果や出土 した遺物より8世紀後半～10世紀前半にかけての遺構であると考えら

才とる。

RG098清跡 (第29図、写真図版17)

Ⅲ区西端に位置する。検出面は第 1層直下、第 5層上面および 2層上面であり、標高約T.P.124.400mを

測る。

攪乱によつて大部分が失われているが、ほぼ南北方向を指向する直線的な溝である。南は第15次調査区に

延び、北はⅡ区に延びる。

規模は、幅1.03m、 長さ6.2mを測る。

断面形態は、中央に深い掘 り込みがあり、箱状を呈する。また、両肩に段を有する形状である。

埋土は上層から大きく分けてシルト層、砂質シルト層、粘質シルト層に分けられる。

埋土には最下層で滞水性粘土がみられる部分が存在し、このことから最下層埋没後、一旦埋没が停止して

いるようである。また、その直上層は小礫や砂粒を含むことから流水状態が想定される。

形態や方向性から人工的に掘削された溝であると考えられる。

底面は凹凸が激しく、流水あるいは滞水のためか鉄分の沈着が認められる。

出土遺物は、古代の上器が出土した。 (第31図、写真図版27・ 23)

2・ 5は土師器杯である。内外面ともに回転ナデのみの調整である。

時期は、これまでの調査成果や出土した遺物より8世紀後半～10世紀前半にかけての遺構であると考えら

才tる 。

RD170土坑

R A 069竪穴住居床面で検出した土坑である。

埋土は 3層からなり、すべて暗い色調のシル

ト層である。

残存する東西楚 ,3m、 南北最大幅1.Omを測る

長楕円形の土坑である。残存する深さは60cmを

測る。

出土遺物は細片でしかないが縄文土器片と思

われる土器がわずかに出土した。

時期は、埋土の色調や土質、層位的に判断し

て竪穴住居以前であると考えられる。

RD171～ 175土坑

5P23k付近に位置するいずれも円形の浅い

小土坑である。 に監ゴ生」噺

-37-
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RD177土坑

不整な方形を呈する土坑である。

埋土中には地山起源と考えられる礫がわずかに認められる。

遺物の出土はなく、時期および隆格は不明である。

RD178土坑

不整な円形を呈する浅い土坑である。

坦土中には火山灰ブロツクを含む。

遺物の出土はなく、時期および性格は不明であるが、埋土に含まれる火山灰は十和田 a降下火山灰 と考え

られるため古代の遺構である可能性が高い。

RD179土坑

不整な円形を呈する土坑である。

埋土は黒色シル トの単層である。埋土中には地山起源と考えられる礫を含む。

出土遺物は、弥生土器が出土 した。

性格は不明であるが、遺構埋土や出土遺物より古代以前の遺構であると考えられる。

0     (S=1:4)

｀ヽ、、、.、
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第28図 RA071竪穴住居出土遺物
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RD180■坑

円形を呈する小土坑である。

埋土は 2層からなるシル ト層である。

出土遺物は、埋土下層中より土師器玩が 1点出土した。

性格は不明であるが、出土遺物より9後半～10世紀初頭の遺構であると考えられる.。

124.000  a

RG097
1  10YR2/1
2 10YR4/2
a 10YR4/S
4 10YR5/8
5 10YR4/6
0. 10YR4/6
7 10YR2/3

長銘芭易〉型操密趣参姿専暮ふ
長君雹悪饗9形t比悉赳鋏宅宗議歩く含め褐色シルト(細粒砂～小礫多く含む)
熱鱗整易チぽ撫暮釧

(S=1140)

土P46h

0      (s〓 1:160)
|

第29図 RG097溝跡
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RG098

歩認穏鬼議雹努しヽ観鯵養認|

/土
P2a

0        (Sと 1:40)       2m

第30図 RG098溝跡

RD181」L坑

円形を呈する土坑である。西側に突出部がみられるが(別の遺構の可能性も考えられる。

埋土は、概ね上下 2層のシルト層からなる。上層には火山灰ブロッタが細|かな粒状に認めら
―れ、同時に炭

化物も粒状に含まれる。

遺物の出土はなく、時期および性格は不明であるが、埋土に合まれる火山灰は十和田 a降下火山灰と考え

られるため古代の遺構である可能性が高い。

/

/
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RD182土坑

楕円形を呈する土坑である。

北側底面にやや窪みが認められる。

埋土はシルト主体であるが、地山ブロック

が混入する。

遺物の出土はなく、時期および陛格は不明

である。

RD179・ 180上坑出土遺物 (第35図 )

1は内外面黒化処理された土師器甕である。

R D 180土 坑埋土より出土した。

2は R D 179土 坑埋 Lからまとまって出土

した弥生土器甕である。体部には縄文が施さ

れ、上半の肩部には鋸歯状の山形沈線文が 2

条廻る。 2条の鋸歯状沈線の上にはそれぞれ

文様帯があり、平行沈線文が 4～ 5条廻る。

外面にはススが、同じく内面にはコゲが分

厚 く付着しており煮沸形態であつたと考えら

れる。多条沈線文と鋸歯状山形沈線文の文様

＼灘ILυ
′

0        (S=1:4)       20cm

RG097・ 098溝跡出土遺物

鷲鬱霞§書鈍
1

覇嬢錢罐基盤

3

‰
5

第31図

構成および器形は、青森県の田舎館式土器でみられることから田舎館式あるいは並行期の土器であると考え

られる。したがって、弥生中期中葉頃に属すると推定される。
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RD170
1 7.5YR3/4暗 褐色シルト (小礫多く含む RA069の カマドソデ部分と重なる)
2 10YR3/4 暗褐色シルト (粗粒砂多く含む小礫含む)
4 19YR2/1 黒色シルト (粗粒砂～小礫含む地山プロック多く含む)

第32図  RD170」二坑

/
RD173

124.400 ざ

(S=1:40)

RD174

124.400

RD174
1 10YR2/3 黒褐色シルト (小礫多い)

十
５Ｐ２３ｎ

RD171
1 10YR2/1 黒色シルト (細粒砂多く含む)
RD175
1.10YR2/3 黒褐色シルト (細粒砂含む小礫多く含む)

RD172

RD172
1.10YR2/2 黒褐色シルト (細粒砂多く含む)
RD173
1.10YR2/8 黒褐色シルト (細粒砂含む小礫多く含む)

124.400

嗣 商 蘭 百RD175

0     (S=1:40) 2m

第33図 RD171～175土抗
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t。 9y

RD177
1 10YR3/2 黒褐色シルト (細粒砂多く含む 小礫多く含む 底面は砂礫層)日中

RD176
1 10YR2/3 黒褐色シルト (細粒砂含む 炭化物粒微量含む)
2 10YR3/4 暗褐色シルト (細粒砂～粗粒砂多く含む)
3 10YR4/2 灰黄褐色シルト (粗粒砂多く含む)
■ 10YR3/3 暗褐色シルト (細粒砂～粗粒砂多く含む 地山ブロック含む)

RD1 80
1 10YR2/1 黒色シルト (細粒砂～粗粒砂含む)
2 10YR2/3 黒褐色シルト (細粒砂含む 小礫含む)

124.500

RD181
1_10YR2/3 黒褐色シルト (火山灰ブロック粗状に含む 炭化物粒含む 細粒砂含む)
2 10YR2/2 黒褐色シルト (細粒砂含む 中礫含む)
3 10YR2/2 黒褐色シルト (細粒砂含む 小礫含む 地山ブロック含む)
4 10YR3/3 暗褐色シルトと10YR5/6黄褐色砂質シルトの混合土 (小礫含む)

~寸~Ь

04h

第34図  RD176-182」二】克

/

◎
蜘
Pのま/

0       (S〓 1:40)       2m

124.400

RD178
1 10YR2/3
細粒砂含む

黒褐色シルト (火山灰プロック含む
小礫多く含む 底面は砂礫層)

北 P22i

＼゙

RD179
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第35図  RD¶ 79・ 180土坑出土遺物

5D V区の遺構と遺物
Ⅳ区は、第18次調査区西端に位置し、概ね台形を呈する。面積は約 2,200♂ を測る。この調査区北端は、本

宮熊堂B遺跡第15次調査区と、西端はE区、北端は本宮熊堂B遺跡第20次調査区とそれぞれ接する。調査区

を南北に分断するように旧1可道が存在する。

RA073竪穴住居跡 (第26図、写真図版31)

調査区中央やや東各り、 21区南西隅に位置する。R A 074と 重複し、RAO密 によつて切られている。

検出面は第 1層直下、標高 128.800mを 測る。この検出面は、木の根の浸食を受けているため、やや凹凸の

者しい面であつた。

平面形態は、ほぼ方形を呈するものと思われる。

規模は、短軸である南北長6.1lm、 長軸である東西長は推定6.65m、 深さ22.6cmを 測る。

埋土は、槻ね上・下 2層のシルトからなる。

東側壁は、南半が R AO町に切られているためほとんど残存していない。北半は旧河道に及んでおり、立ち

上がりが不明瞭であった。

カマドは住居北西に位置し、燃焼部焼土と煙道が遺存している。その他の施設は攪乱により不明確であっ

た。

床面の貼床は、厚さ約 5 cmを測る。完掘したが、柱穴はみられなかった。

遺物は、竪穴住居埋土および付属する施設等から土師器を中心に出土した。

出土遺物はロクロを使用しない土師器杯や甕が出土した。 1～ 5は土師器郭である。いずれも内面ミガキ、

黒化処理されており、底部は丸底である。 6～ 12は土師器甕である。いずれも頸部に明瞭な段を有する。

遺構、遺物より8世紀前半の竪穴住居であると考えられる。

RA074竪穴住居跡 (第26図、写真図版31)

調査区中央やや東寄り、 21区南西隅に位置する。R A 073と 重複し、R A 073を切つている。

平面形態は、ほぼ方形を呈するものと思われる。

規模は、短軸である南北長4.10m、 長軸である東西長は推定4.23m、 深さ20.4cmを 測る。

埋土は、概ね上・下 2層 のシルトからなる。

東側壁は、南半が良好に残存している。
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第36図



カマドは住居北西に位置し、燃焼部焼土と煙道が遺存している。その他の施設は攪乱により不明確であっ

たが、R A 073の焼土よりは検出面がやや高い。

出土遺物は土師器養片が出上した。

RE01 2竪穴住居状遺構 (第42図、写真図版22)´

調査区北西、S p17v付近に位置する。現代の攪乱によって北半は失われているが、南半は良好に残存して

いる。

先述した通り攪乱が顕著であるため、北半の規模や形態は明らかではない。しかし、良好に残存する部分

から推測すると平面形態は概ね方形を呈するものと思われる。

埋土は大別すると3層のシルト層からなり、最上層には火山灰ブロックを多く含む。

出土遺物は古代の土器が若千量出土している。

RE01 3竪穴住居状遺構 (第42図、写真図版22)

調査区北西 Sp 16v付近に位置する。現代の攪乱によって一部失われているが、その他は良好に残存 して

いる。

平面形態は方形を呈し、規模は南北長 1.92m、 東西長 1お5m、 深さ15cmを測る。

埋土は大別すると3層のシルト層からなり、最上層には火山灰プロックを多く含む。埋土下層から床面に

かけて拳大の礫が多量に出土した。

出土遺物は古代の上器が若千量出土した。

遺構・遺物より平安時代の遺構であると考えられる。
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RD183
1 10YR2/1 黒色シルト (焼土粒・炭化物粒微量含む)

RA072.RA073
1 10YR2/1
2 N2/0
3 10YR1 7/1
4 10YR2/2
5 10YR3/2
6 10YR2/1
7 10YR3/2
8 75YR3/3
9 10YR2/1
10 10YR3/1
11 10YR3/2
12 10YR3/2
13 10YR3/2
1■ 10YR3/2

黒色シルト (火山灰ブロック含む)
黒色シルト (やや粘質気味)
黒色シルト
黒褐色シルト (地山ブロック少量含む)
黒褐色シルト (地山ブロック粒状に多く混じる)
黒色シルト (中粒砂含む)
黒褐色シルト (地山プロック粒状に混じる)
暗褐色砂質シルト (包含層・旧河道埋土)
黒色シルト (包含層・旧河道埋土)
黒褐色シルト (包含層・旧河道埋土)
黒褐色シルト (地山ブロック混じる)RD183埋 土
黒褐色シルト RD183埋土
黒褐色シルト (炭化物少量混じる)RD183埋 土
黒褐色シルト

0     (S=1:20)     lm

第37図  RA072・ 073竪穴住居、RD183土坑
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RA072カマド残存部焼土
■ 5YR4/6 赤褐色シルトの1焼土 (炭化物粒微量含む)

RA073カマド残存部焼土
1 5YR働牲 暗赤褐色の焼土 (炭化物粒含む)

127.400 b:

C

(S=1:20)

第38図 RA072・ 073竪穴住居カマド
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一

第39図 RA072・ 073竪穴住居出土遺物

RD184土坑 (第45図、写真図版23)

Ⅳ区南端 60区の北、遺構北東隅が 601hの区画点の45cm南に位置する。検出面は、第 2層上面のほぼ平

坦な面で、標高 124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によって水平に削平されているものとみられる。

遺構の大半はR D 160土坑によって切られており、さらに南側は調査区外へと続 く。切 り合い関係からこ

の土坑は、R D 160土坑より古い遺構であると考えられる。

土坑の平面形態は、楕円～不整な方形を呈する。

平面規模は長軸1.45m、 短軸は指定値で87cmを 測る。底面はほぼ平坦であるが、中央から南側が緩やかに

深さを増している。土坑の深さは北端で 18cm、 南端で21cm、 最深部で23cmを測る。

土坑の埋土は、黒褐色のシル トの単一層が堆積しており、十和田 a降下火山灰をブロック状に若干量含む。

土坑底面付近で多くの上器が出上した。この土坑の性格は不明であるが、埋土中の火山灰より平安時代の

遺構であると考えられる。

第40図 RD183土坑出土遺物

・ヾ:・ :‐ ::::::
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RD185土坑 (第44図 )

Ⅳ区南端 60区の北、遺構北東隅が 601hの区画点の45cm南に位置する。検出面は、第 2層上面のほぼ平

坦な面で、標高124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によって水平に削平されているものとみられる。

土坑の平面形態は、楕円～不整な方形を呈する。平面規模は長軸1,45m、 短軸は指定値で87cmを 測る。

底面はほぼ平坦であるが、中央から南側が緩やかに深さを増している。土坑の深さは北端で18cm、 南端で

21cm、 最深部で23clnを測る。

土坑の埋土は、黒褐色のシル トがほぼ水平に堆積しており、概ね 3層からなる。中 。上層のシル トには十

和田 a降下火山灰をブロック状に若干量含む。

この土坑の性格は不明であるが、埋土中の火山灰より平安時代の遺構であると考えられる。

堆臼航

123.900   bタ

ゝ

・

RE01 2
1 10YR2/1 黒色シルト
2 75YR2/1 黒色シルト
3 10YR2/1 黒色シルト
4 10YR17/1黒 色シルト
5 10YR2/1 黒色シ,レ ト
6 10YR2/1 黒色シ,レ ト

(火山灰プロック含む)
(中粒砂含む攪乱)
(攪乱)
(地山ブロック含む)

(地山ブロック含む)

ヒす市す_査軍岸翌_____ゴ
m

第41図 RE012竪 穴住居状遺構
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RD186土坑 (第44図 )

Ⅳ区南端 60区の北、遺構北東隅が 601hの 区画点の45cm南に位置する。検出面は、第 2層上面のほぼ平

坦な面で、標高 124.120mを 測る。この面は、近現代の耕作によって水平に削平されているものとみられる。

遺構の大半はR D 160土坑によつて切られており、さらに南側は調査区外へと続く。切り合い関係からこ

の土坑は、R D 160土坑より古い遺構であると考えられる。

土坑の平面形態は、楕円～不整な方形を呈するも

平面規模は長軸1.45m、 短軸は指定値で87c14を測る。底面はほぼ平坦であるが、中央から南側が緩やかに

深さを増している。土坑の深さは北端で18cm、 南端で21cm、 最深部で23cmを 測る。

土坑の埋土は、黒褐色のシルトの単一層が堆積しており、十和田 a降下火山灰をブロック状に若千量含む。

なお、この上坑の性格は不明であるが、埋土中の火山灰より平安時代の遺構であると考えられる。

RG102溝跡 (第46図、写真図版21)

幅71cmを測り、南北を指向する。

古代の遺構埋土とは異なり、耕作土によって埋没しているため古代以降の溝であると考えられる。なお、

第14次調査区に続いている。

遺物は出上しなかった。詳細な時期は不明であるが、軸方向や埋土より近現代のものである可能性が高い。

RG124清跡 (第46図、写真図版23)

幅62cmを測り、南北を指向する。古代の遺構埋土とは異なり、耕作土によって埋没しているため古代以降

の溝であると考えられる。

遺物は出土しなかった。詳細な時期は不明であるが、軸方向や埋土より近現代のものである可能性が高い。

RG125溝跡 (第46図、写真図版23)

幅64cmを測り、南北を指向する。古代の遺構埋土とは異なり、耕作土によって埋没しているため古代以降

の溝であると考えられる。

遺物は出土しなかった。詳細な時期は不明であるが、軸方向や埋土より近現代のものである可能性が高い。

古代の遺構埋土とは異なり、耕作土によって埋没しているため中世以降の溝であると考えられる。

RG126溝跡 (第46図、写真図版23)

幅42cmを測り、南北を指向する。古代の遺構埋土とは異なり、耕作土によって埋没しているため中世以降

の溝であると考えられる。

遺物は出土しなかった。
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(焼土ブロック含む)

(焼土ブロック含む)

RD184

RD184
1 10YR2/2 黒褐色シルト
2 75YR2/2 黒褐色シルト

RD185
1 10YR2/2 黒褐色シルト

RD186
1 10YR2/2 黒褐色シルト

RZ014  ′

1 10YR3/2 黒褐色シルト (地山ブロック少量含む)
2 10YR2/1 黒色シルト (焼土プロック少量含む)
3 10YR2/3 黒褐色シルト (地山ブロック少量含む)
4 10YR2/1 黒色シルト (焼土ブロック多量に含む)
5 75YR3/3 暗褐色シルト (焼土ブロック多量に含む)

第44図  RD呵 34～ 186土坑、RZ014その他遺構

(S=1:20)

ty´

123.400 d′
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第45図  RD184～186土坑、RZ014その他遺構出土遺物

6.遺構外出土遺物 (第47～49図、写真図版34～371
攪乱など遺構以外から出土した土器をまとめて報告する。

古代以前の上器はいずれも縄文時代晩期～弥生時代である。晩期の土器と弥生土器はいずれも破片である

ため峻別が困難であるが、 3・ 6・ 11な どは地文や形態的特徴から弥生土器である可能性が考えられる。

その他は晩期末の大洞A～ A'に相当すると考えられる。

12・ 15の須恵器を除き全て土師器である。

1～ 29は杯である。 4は口縁部に墨書が認められるが、文字か記号か判読できない。

30～ 391よ甕である。301ま球胴である。31・ 32・ 35。 38,39は 口縁部に稜あるいは段が明瞭である。

概ね 8世紀前半と9世紀後半～10世紀初頭の 2時期の上器である。

-55-

(福島)



Ｇ
Ｒ

脚即

胸脚Ｍ

Ｗ

ｉ
Ｔ

川Ｗ

‐Ｉ
Ｉ

Ｗ

ル
／兆

2研

a     121.300 a′

ヤRG102
1 10YR3/1 

黒
褐
色
シ
ル
ト

RG124
1 10YR3/3 

暗
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
含
む
)

c      123.300 c′

b     123.300 b′

ーd    123.300d′

ー
RG125
1 10YR3/2 

黒
褐
色
シ
ル
ト
(地
山
土
斑
状
に
混
じ
る
)

RG126
1 10YR3/

2 
黒
褐
色
シ
ル
ト
(地
山
土
斑
状
に
混
じ
る
)

―沼―

為製馬ＦＩ寸劇▼Ｎ０５匡　国等紙

~|~:T25k

(S=1:40)       2m

ノ

7111

0        (S〓
1:300)     15m

ヽ

一



/ノ 〃
'

聰

蔭翻が5
χ

擦顆脚鴨導ぼ「i

爾

ゴ

璽試ガ
11

第47図 遺構外出上遺物 (古代以前 )

0 (S〓 1:2)

‐  4

プ

一

犀

【い
‐ｏ

-57-



夙
-7-―

色

{  ノ

＼

＼

肥

鰻

一

Ocm

●
ぶ
隠
□
一

‐鴛

‐鰻
第48図 遺構外出土遺物 (古代以前)

ぐ
‐
ｒ
ノ

ｒ

く

＼

ヽ

-58-



/′
′
            4

k｀｀ゝくこ:こことこ:」 ::::::こ ;テ
'ア

テ矛′

Ⅷ
栂

建彗密§尊鳥鳥§ミ善感慈ば 23
＼
セ ;

%
｀
ヽ

―

―

こでる(でそそてそg9著稼  29

＼   生    ″

∝  22

0       (S=1:4)       20cm

ー
第49図 遺構外出上遺物 (古代以降 )

-59-



表
5 
遺
物
観
察
表
(土
器
)

１ ８ １

瓢 醜
挿
図
No
写
真

図
版
醜
出
土
遺
構
種
別
器
種
残
存
率 (%
)

法
皇 星
(c
m)

調
  
整

色
調

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚
タ
ト 
  
 
面

内
  
面

タ
ト
  
  
雇ヨ

内
  
面

断
  
面

1
23
-1

RA
06
9
RA
07
0
土
師
器
甕

31
2

ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R5
/6
明
赤
掲
色

5Y
R7
/6
橙
色

2
23
-4

RA
06
9
RA
07
0
土
師
器
邦

14
6

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
7 
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

3
23
-3

RA
06
9
土
師
器
付
杯

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/6
橙
色

4
23
-1
2
RA
06
9
土
師
器
甕

(1
57
)

(1
35
)
(0
.8
)

75
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
5Y
R5
/6
明
褐
色

75
YR
4/
3褐
色

23
-5

RA
06
9
土
師
器
杯

14
.4
5

45
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
10
YR
2/
1黒
色

75
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色

23
-1

RA
06
9
土
師
器
郭

(1
41
)

07
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
75
YR
6/
6橙
色

10
YR
1 
7/
1黒
色

75
YR
7/
6橙
色

23
-2

RA
06
9
土
師
器
郭
40

49
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
7/
8責
褐
色

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R6
/1
褐
灰
色

23
-8

RA
06
9
土
師
器
邦

14
.4

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
掲
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色

23
-6

RA
06
9
土
師
器
不

14
.3

4.
8

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
8橙
色

75
YR
6/
6橙
色

75
YR
6/
6橙
色

23
-1
8
RA
06
9
土
師
器
甕

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R5
/8
明
赤
褐
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
褐
色

11
23
-1
0
RA
06
9
土
師
器
杯

14
.8
44
0
4.
5

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/8
栓
色

25
YR
6/
8橙
色

2 
5Y
R6
/8
栓
色

23
-1
6
RA
06
9
土
師
器
奎

23
2

32
.4

回
転
ナ
デ
後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
回
転
ナ
デ
?ハ
ケ
メ
5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R5
/8
明
赤
褐
色

5Y
R6
/8
栓
色

23
-1
1
RA
06
9
土
師
器
賓

(1
9.
5)

(1
6.
5)

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

75
YR
6/
6橙
色

75
YR
6/
6橙
色

75
YR
6/
6橙
色

23
-9

RA
06
9
RA
07
0
土
師
器
イ

47
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R7
/8
橙
色

5Y
R7
/6
栓
色

5Y
R7
/6
橙
色

43
-1

RE
01
3
土
師
器
杯

49
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

28
-1

RA
07
1
土
師
器
li
N

14
,0

49
0

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
3/
1黒
褐
色

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

17
28
-3

RA
07
1
土
師
器
杯

14
3

4.
4

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
3/
1黒
褐
色

75
YR
7/
6橙
色

39
-2

RA
07
2,
07
3
土
師
器
郭

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

75
YR
7/
4に
ぶ
い
栓
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
栓
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色

39
-5

土
師
器
菱

5
(

08
5
ナ
デ

ナ
デ

10
YR
8/
4浅
責
橙
色
75
YR
3/
1黒
掲
色

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色

31
-3

RG
09
7
土
師
器
杯
40
14
2

51
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

75
YR
6/
3に
ぶ
い
掲
色

31
-3

RG
09
7
土
師
器
甕

(8
8)
(2
7)
08
5

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
6橙
色

75
YR
7/
6橙
色

31
-6

RG
09
7
土
師
器
杯

(1
8.
1)

ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

75
YR
6/
6橙
色

10
YR
2/
1黒
色

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

3
-2

RG
09
8
土
師
器
郭

07
5
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/6
栓
色

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色

10
YR
6/
2灰
黄
褐
色

3
RG
09
8
土
師
器
杯

(2
4)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

10
YR
6/
2灰
責
褐
色

3
-7

RG
09
7
土
師
器
郭

(6
0)
(1
9)

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色

31
-1

RG
09
7
土
師
器
杯

14
4

49
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
10
YR
8/
3浅
責
橙
色

10
YR
8/
8i
喪
黄
橙
色
10
YR
8/
4浅
責
橙
色

13
-1

l
RD
15
9
土
師
器
芥

(1
53
)
(6
1)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
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実
測

No
挿
図
No
写
真

図
版
No
出
土
遺
構
種
別
器
種
残
存
率 (%
)

法
(c
m)

調
  
整

色
調

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚

外
  
面

内
面

外
  
面

内
面

断
  
面

13
-2
2
RD
15
9
土
師
器
高
台
付
杯

(8
.2
)
(2
1)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/8
橙
色

75
YR
7/
6橙
色

13
-4

RD
15
9
土
師
器
郭

(2
5)
0.
45
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/6
橙
色

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色

13
-3
4
RD
16
7
土
師
器
郭

(2
0)
( 
0.
5)

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
8/
4浅
責
橙
色

35
-1

RD
18
0
土
師
器
高
台
付
係

(1
58
)
(8
4)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
1 
7/
1黒
色

10
YR
1 
7/
1黒
色

10
YR
4/
1褐
灰
色

40
-1

RD
18
3
土
師
器
杯

(1
44
)
( 
62
)
4.
8

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
10
YR
7/
4に
ぶ
い
責
栓
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
責
橙
色

40
-4

RD
18
3
土
師
器
甕

(1
04
)
(8
2)

ケ
ズ
リ

ナ
デ

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
75
YR
8/
4浅
責
栓
色

40
-2

RD
18
3
土
師
器
甕

5
(2
8.
0)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

75
YR
7/
6栓
色

75
YR
7/
8橙
色

10
YR
6/
4に
ぶ
い
責
橙
色

40
-3

RD
18
3
土
師
器
杯
15

11
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
7/
6橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色

47
-3
9

遺
構
外
土
師
器
甕

(1
31
)
69
15
0

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R5
/2
灰
掲
色

5Y
R6
/2
灰
掲
色

47
-3
3
遺
構
外
土
師
器
甕

(1
6.
2)

54
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色

47
-2
8
遺
構
外
土
師
器
杯

42
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/6
橙
色

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
6/
2灰
黄
褐
色

47
-1
1
遺
構
外
土
師
器
不

(1
66
)

47
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
掲
色
10
YR
1 
7/
1黒
色

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色

47
-1
9

遺
構
外
土
師
器

17
h
5

(5
,4
)

06
5
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
6橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

47
-7

遺
構
外
土
師
器
高
台
付
杯

(1
5,
7)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

47
-8

遺
構
外
土
師
器

62
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

45
-1

Ⅳ
 
区
土
師
器
杯

14
8

4.
3

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

47
-2
6

遺
構
外
土
師
器
林

49
( 
12
)

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
栓
色
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

28
-2

RA
07
ユ
土
師
器
不

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
栓
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
栓
色

47
-2
5

遺
構
外
土
師
器
甕
5
(1
58
)

(4
1)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R5
/6
明
赤
褐
色

2 
5Y
R5
/8
明
赤
掲
色
5Y
R5
/2
灰
褐
色

47
-6
11
7
遺
構
外
土
師
器

台 杯

高 付
4.
4
04
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

25
YR
4/
1黄
灰
色

10
YR
3/
1黒
褐
色

5Y
R5
/1
灰
褐
色

47
-8

遺
構
外
土
師
器
杯

(1
4.
5)

(3
3)
05
5
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R8
/4
淡
橙
色

47
-1
3
12
7
遺
構
外
土
師
器
不

(1
30
)

(3
75
)

75
YR
6/
4に
ぶ
い
栓
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

47
-2
9

遣
構
外
土
師
器
不

(6
0)
( 
13
)

75
YR
6/
6橙
色

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
8/
6i
支
黄
橙
色

47
-2
3
遺
構
外
土
師
器
邪

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色

47
-3
6

遺
構
外
土
師
器
郭

45
5
15
5)
04

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/8
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

47
-2
1

遺
構
外
土
師
器
甕

(1
5,
0)

4,
7)

5Y
R7
/6
栓
色

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
栓
色
10
YR
6/
2灰
責
褐
色

47
-3
2

遺
構
外
土
師
器

4,
7

75
YR
8/
4浅
責
橙
色
75
YR
7/
6橙
色

75
YR
7/
6栓
色

47
-3
ユ

遺
構
外
土
師
器

(5
0)

0.
4
回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

47
-2
4
遺
構
外
土
師
器
甕

(1
8,
0)

5,
4)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

10
YR
5/
3に
ぶ
い
黄
褐
色
10
YR
4/
2灰
黄
褐
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色



ｌ ω 酌 ―

実
波
↓

No
挿
図
lN
lo
雲 醐
出
土
遺
構
種
別
器
種
嚇 率 ∽

法
量
(c
m)

調
  
整

色
調

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚
外
  
面

内
  
面

外
  
面

内
  
面

断
  
面

47
-1
0
遺
構
外
土
師
器
杯

(5
8)
(2
,7
)

10
YR
3/
4浅
責
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色

47
-2
2
遺
構
外
土
師
器
杯

(2
44
)

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

47
-2
7
遺
構
外
土
師
器
不

(5
4)

(
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
75
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
7 
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色

47
-2
0

遺
構
外
土
師
器
巽

(1
66
)

(3
65
)

5Y
R8
/4
淡
橙
色

75
YR
8/
4浅
責
橙
色
75
YR
3/
4浅
黄
橙
色

47
-1
4
遺
構
外
土
師
器
高
台
付
杯

(7
.2
)
(1
9)

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

47
-4

遺
構
外
土
師
器
不

75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
75
YR
5/
3に
ぶ
い
掲
色
75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
墨
書

47
-9

遺
構
外
土
師
器
不
40
(1
29

40
0.
4
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
栓
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

47
-2

遺
構
外
土
師
器
不

(1
4.
4)
(5
.8
)
(4
9)
04

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
3に
ぶ
い
橙
色

47
-3
5

遺
構
外
土
師
器
不

(
24
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
3に
ぶ
い
橙
色
76
YR
6/
3に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
3に
ぶ
い
橙
色

47
-3
8
遺
構
外
土
師
器
甕

6.
4
(3
2)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
す
デ
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
掲
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

47
-3

遺
構
外
土
師
器
郭
45
(1
45
)

45
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
8/
4浅
責
橙
色
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R8
/4
淡
栓
色

47
-3
4
遺
構
外
土
師
器
甕

(1
53
)

(1
05
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色

47
-3
0
遺
構
外
土
師
器
窒

75
YR
6/
3に
ぶ
い
褐
色
75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
10
YR
5/
1褐
灰
色

47
-1

遺
構
外
土
師
器
郭

(1
28

54
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/盗
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色

47
-1
7
遣
構
外
土
師
器
杯

(1
32

(3
.6
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
5/
3に
ぶ
い
掲
色
75
YR
5/
2灰
褐
色

75
YR
5/
2灰
褐
色

聖
47
-5

遺
構
外
土
師
器
不

(1
4.
0

(4
15
)

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
4/
1褐
灰
色

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色

47
-3
7

遺
構
外
土
師
器
甕

5
(
07
5
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

26
-6

RA
07
0
土
師
器
郭

(1
40
)

(3
8)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

75
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
7 
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
色
75
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色

23
-1
7
RA
06
9
土
師
器
甕
10

5Y
R7
/6
橙
色

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

23
-1
3
RA
06
9
土
師
器
甕
10
(2
0.
6)

(5
,7
5)

ハ
ケ
メ
・
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

75
YR
7/
6橙
色

75
YR
7/
6橙
色

23
-7

RA
06
9
土
師
器
杯

(1
45
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/6
橙
色

6Y
R6
/8
橙
色

6Y
R6
/8
橙
色

23
-1
4
RA
06
9
土
師
器
甕

(1
5,
0)

4.
0

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
5/
8に
ぶ
い
褐
色
75
YR
5/
8に
ぶ
い
褐
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色

26
-4

RA
07
0
土
師
器
不

(5
4)
(2
8

(
04
)

5Y
R6
/6
橙
色

10
YR
2/
1黒
色

75
YR
8/
4浅
責
橙
色

26
-3

RA
07
0
土
師
器
郭

( 
3.
1

75
YR
6/
6橙
色

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
75
YR
6/
6橙
色

26
-1

RA
07
0
土
師
器
杯

(1
43
)
(5
6)

(
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
栓
色

26
-2

RA
07
0
土
師
器
郭

(1
32
)
(5
4)
(4
.4
5

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
7/
3に
ぶ
い
栓
色
75
YR
3/
3浅
黄
橙
色

43
-2

RA
07
0
RE
01
3
土
師
器
杯

4.
8
(3
.2

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

43
-4

RA
07
0
RE
01
3
土
師
器
郭

( 
1,
7

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

43
-3

RA
07
0
土
師
器
嗽
胴
甕

(1
0.
4)
(2
,6
)

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
75
YR
6/
3に
ぶ
い
褐
色
75
YR
5/
4に
ぶ
い
褐
色
10
YR
5/
1褐
灰
色



|

Φ し
つ
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実
測

No
挿
図
No
写
真

図
版
No
出
土
遺
構
種
別
器
種
残
存
率 (%
)

法
量
(c
m)

調
  
整

色
調

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚
外
  
面

内
  
面

外
  
面

内
  
面

断
  
面

28
-7

RA
07
0
RA
07
1
土
師
器
甕

(H
3)
(2
91
)

回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ
ガ
キ
,ヘ
ラ
ナ
デ
75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
75
YR
5/
1褐
灰
色

28
-6

RA
07
1
土
師
器
杯

(6
.9
)
(1
.4
5)

不
明

ヘ
ラ
ナ
デ
10
YR
5/
3に
ぶ
い
責
褐
色
10
YR
2/
1黒
色

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色

39
-6

RA
07
1
07
20
73
土
師
器
杯

(2
24
)

04
ガ
キ

ミ
ガ
キ

75
YR
7/
6栓
色

75
YR
6/
6栓
色

75
YR
7/
6橙
色

39
-1

RA
07
2

07
3
土
師
器
杯

(1
30
)

0,
4
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
8/
4浅
黄
橙
色
10
YR
8/
4浅
黄
橙
色

39
-4

RA
07
2

07
3
土
師
器
郭

(2
3.
4)

0.
4
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

39
-3

RA
07
2

07
3
土
師
器
甕

11
.6

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

75
YR
6/
3に
ぶ
い
褐
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
5/
1褐
灰
色

31
-4

RA
09
7
須
恵
器
不

16
0

4.
55

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/1
灰
色

5Y
R6
/1
仄
色

5Y
R6
/1
灰
色

26
-5

RA
07
00
71

RG
09
7
須
恵
器
不

14
7

4.
4

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

2 
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
25
YR
5/
6明
赤
褐
色
10
YR
4/
1褐
灰
色

28
-4

RA
07
1
須
恵
器
杯

14
1

(4
7)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
10
YR
7/
1灰
白
色

10
YR
6/
1褐
灰
色

10
YR
6/
1褐
灰
色

47
-1
5

遺
構
外
須
恵
器
高
台
付
堺

(1
07
)
(3
.7
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/6
橙
色

25
YR
6/
6橙
色

25
YR
6/
6橙
色

47
-1
2

遺
構
外
須
恵
器
杯
45

54
4.
0

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
10
YR
7/
2に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
1灰
白
色

10
YR
7/
1灰
白
色

28
-5

馳
RA
07
1
須
恵
器
杯

(1
52
)

40
04
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

2 
5Y
R5
/1
責
仄
色

2 
5Y
R4
/1
黄
灰
色

25
YR
4/
1責
灰
色

39
-7

RA
07
2

07
3
須
恵
器
甕

(1
9.
1)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
10
YR
5/
1褐
灰
色

75
YR
5/
1褐
灰
色

75
YR
5/
1褐
灰
色

47
-1
6
遺
構
外
須
恵
器
杯

(1
45
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/8
橙
色

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色

5Y
R4
/1
掲
灰
色

45
-1
0

Ⅳ
 
区
土
師
器

67
5

(
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色

45
-1
3

Ⅳ
 
区
土
師
器
弩

(1
2,
7)

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/3
に
ぶ
い
橙
色

45
-3

Ⅳ
 
区
土
師
器
不

(1
32
)

40
0.
4
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/8
橙
色

25
YR
6/
8橙
色

5Y
R6
/8
橙
色

45
-6

Ⅳ
 
区
土
師
器
杯
45
(1
50
)
(5
4)

(
49
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

75
YR
6/
1褐
仄
色

45
-1
1
2
Ⅳ
 
区
土
師
器
甕

(2
3.
2)

10
65

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

75
YR
7/
6橙
色

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
7/
6橙
色

45
-1
4
0
Ⅳ
 
区
土
師
器
甕

(1
43
)

54
04
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

45
-2

Ⅳ
 
区
土
師
器
郭

(1
35
)

39
5

回
転
ナ
デ

ガ
キ
(ヨ
コ
.タ
テ
)
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
1 
7/
1黒
色

75
YR
8/
3浅
黄
橙
色

45
-1
5

Ⅳ
 
区
土
師
器
甕

(
4.
9)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

5Y
R6
/3
に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色

45
-1
6

Ⅳ
 
区
土
師
器
轟

(9
4)
(5
,7
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

45
-8

Ⅳ
 
区
土
師
器
14
N
10

(5
4)
(1
,7
)

5Y
R7
/6
橙
色

75
YR
7/
6橙
色

75
YR
7/
6橙
色

45
-5

Ⅳ
 
区
土
師
器
杯

(1
46
)

4.
9

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R7
/8
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

45
-4

Ⅳ
 
区
土
師
器
杯

(1
47
)

(3
8)

75
YR
8/
6浅
責
橙
色
75
YR
8/
6浅
責
橙
色
75
YR
8/
6浅
黄
橙
色

45
-1
2

ユ
Ⅳ
 
区
土
師
器
甕

(2
14
)

(1
5.
2)

回
転
ナ
デ
後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色

45
-7

Ⅳ
 
区
土
師
器
杯
40
14
.2

5.
2
5
04

5Y
R7
/6
橙
色

25
YR
7/
6橙
色

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色

45
-9

Ⅳ
 
区
土
師
器
郭
10

(5
0)
(0
.9
)
(0
.6
)

75
YR
8/
6浅
黄
橙
色
75
YR
7/
6橙
色

75
YR
7/
6橙
色
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実 Ｎ
↓帝
図
No
写
真

図
版
h
出
土
遺
構
種
別
器
種
残
存 率 (%
)

法
量
(帥
)

調
  
整

色
調

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚
タ
ト
  
  
E写

内
  
面

ク ト
  
  
覇ヨ

内
  
面

Lt
h 
 
面

1
19
-2

RG
09
8
土
師
器
邦

12
.4

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

75
YR
8/
41
完
費
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

75
YR
8/
4浅
黄
橙
色

19
-1
ユ
RG
09
8
土
師
器
杯

(
52
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
25
YR
6/
6橙
色

2 
5Y
R5
/6
明
赤
褐
色
25
YR
6/
6栓
色

19
-4

RG
09
8
土
師
器
郭

(7
0)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
6/
3に
ぶ
い
褐
色
75
YR
4/
3褐
色

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色

19
-3

RG
09
8
土
師
器
不

(1
30
)
(3
.6
)

(
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/8
栓
色

5Y
R6
/6
橙
色

10
YR
5/
2灰
責
褐
色

19
-6

RG
09
8
土
師
器
郭

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
25
YR
6/
4に
ぶ
い
褐
色
7 
5Y
R7
/6
橙
色

75
YR
7/
6橙
色

19
-1
0
RG
09
7
土
師
器

(5
.6
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
75
YR
6/
3に
ぶ
い
掲
色

19
-1
2
RG
09
8
土
師
器
高
台
付
杯

(6
.9
)

06
回
転
ナ
デ

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

19
-9

RG
09
8
土
師
器
甕

(9
6)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

19
-5

RG
09
7
土
師
器
郭

(4
5)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
75
YR
6/
6橙
色

75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色

19
-1

RG
09
8
土
師
器
杯

0.
4
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
8/
4浅
責
橙
色
75
YR
7/
6橙
色

75
YR
8/
4浅
黄
橙
色

19
-8

RG
09
7
土
師
器
イ

(6
7)
(1
.6
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
栓
色

5Y
R6
/6
橙
色

16
-2
5
13
RA
10
0
土
師
器
甕

84
(

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

10
YR
4/
1灰
褐
色

10
YR
4/
1灰
褐
色

10
YR
6/
3に
ぶ
い
黄
橙
色

16
-1
6
RA
10
0
土
師
器
高
台
付
郭

(
ミ
ガ
キ

75
YR
4/
1灰
褐
色

75
YR
7/
3に
ぶ
い
橙
色
10
YR
8/
4浅
黄
橙
色

16
-6

RA
10
0
土
師
器
不

42
回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

75
YR
6/
4に
ぶ
い
橙
色
10
YR
2/
1黒
色

75
YR
5/
1掲
仄
色

16
-1
5
RA
10
0
土
師
器

台 坪
高 付

(1
6.
0

(
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
25
YR
7/
6橙
色

25
YR
6/
8橙
色

25
YR
6/
6橙
色

16
-2
ユ
RA
10
0
土
師
器
甕

(1
4,
7

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
6/
6橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

16
-2

RA
10
0
土
師
器
邦

(1
46
)

(
0.
4)
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色

16
-2
0
RA
10
0
土
師
器
甕

(1
7.
4

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
5Y
R6
/6
橙
色

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色

16
-2
3
RA
10
0
土
師
器
奎

(
(
(0
,7
)

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R7
/8
橙
色

16
-7
8
RA
10
0
土
師
器
郭

(1
4.
3)
41
43

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
75
YR
6/
6栓
色

75
YR
6/
6橙
色

5Y
R7
/6
栓
色

16
-1
7
RA
10
0
土
師
器
付
杯

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
栓
色
75
YR
4/
2灰
褐
色

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

53
a
16
-2
6
RA
10
0
土
師
器
奏

5Y
R5
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色
25
YR
6/
8橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

冊
bと
同
一
団
体

16
-2
6
RA
10
0
土
師
器
甕

24
8

24
.7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/6
橙
色

5Y
R6
/8
橙
色

5Y
R6
/8
橙
色

53
aと
同
一
固
4

16
-1
4
RA
10
0
土
師
器
杯

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

75
YR
6/
4に
ぶ
い
栓
色
10
YR
2/
1黒
色

75
YR
5/
1褐
灰
色

19
-7

RG
09
8
土
師
器
杯

(
(2
.0
)

回
転
ナ
デ

ミ
ガ
キ

5Y
R7
/6
橙
色

10
YR
2/
1黒
色

5Y
R8
/3
淡
橙
色

16
-2
4
RA
10
0
土
師
器
甕

(1
86
)

(9
,0
)

回
転
す
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
5/
3に
ぶ
い
褐
色
10
YR
2/
1黒
色

5Y
R6
/6
檜
色

16
-8
4
RA
10
0
土
師
器
不

(5
.8
)

(
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R8
/4
淡
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

16
-5

RA
10
0
土
師
器
邦

(1
41
)

(
5,
4)
(4
4)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
75
YR
6/
6橙
色

75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色

16
-2
2
RG
08
1
土
師
器
窒

45
0.
45
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ

5Y
R5
/4
に
ぶ
い
赤
褐
色
5Y
R5
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色
5Y
R5
/2
灰
褐
色



実
測

No
挿
図
NQ
雲 脚
出
土
遺
構
種
別
器
種
残
存
率 (%
)

法
量
(c
m)

調
  
整

色
調

備
考

口
径
底
径
器
高
器
厚
外
  
面

内
  
面

外
  
面

内
  
面

断
  
面

16
-1
9
RA
10
0
土
師
器
甕

(1
1.
2)

ヘ
ラ
ナ
デ
ハ
ケ
メ

5Y
R4
/2
灰
褐
色

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色

5Y
R5
/6
明
赤
褐
色

16
-1
2
RA
10
0
土
師
器
杯

(5
.4
)
(0
.8
)
0,
9
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R5
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色
5Y
R5
/3
に
ぶ
い
赤
褐
色

70
16
-9

RA
土
師
器
杯

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
75
YR
7/
4に
ぶ
い
橙
色
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

穆
16
-1
0

RA
土
師
器
杯

1.
45

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

74
16
-4

RA
土
師
器
杯

12
8

04
5
回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
5Y
R6
/8
橙
色

5Y
R6
/8
橙
色

5Y
R6
/8
橙
色

16
-1
8
RA
10
0
土
師
器
棗

(2
2.
8)

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ

75
YR
6μ
に
ぶ
い
橙
色
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
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V.調査のまとめ

1日 縄文～弥生時代

今回の調査で出土した古代以前の遺構と遺物を概観する。縄文時代晩期は、主に大洞 C2～ A式にかけて

の遺構と遺物を検出した。

遺構は 7基の土坑である。各土坑は規模や形態、埋土など多くの類似点がみられ、ほぼ同じ時期に形成さ

れた土坑群であると考えられる。土器を埋納したと考えられる土坑は、当時の祭祀的な性格を有するもので

あると考えられる。出土した浅鉢には、赤色顔料が認められることからもその証左となり得るであろう。

また、土坑群の位置は全調査区の中で I区 に集中して分布している。これまでの熊堂B遺跡の調査では、

縄文時代晩期の遺構および遺物あまり確認されていない。しかし、熊堂B遺跡が所在する段丘上よリー段低

い熊堂A遺跡では縄文時代晩期の遺構・遺物が多くみられる。熊堂B遺跡周辺では、狭い範囲で縄文時代晩

期の生活圏が展開していたのであろう。

他の土坑群について礫の埋置などから墓坑群と考えられ、調査区北に隣接する本宮熊堂A遺跡の晩期集落

との関係が注目される。本宮熊堂A遺跡の集落の時期と大差がないことからも両遺跡での遺構はほぼ併存し

ていたと考えられる。今後周辺での当該期墓墳群の類例が増加することを期待する。

出土した縄文土器は、大洞A式のものが主体で精製品が目立つ。

また、弥生時代中期の土器が遺構から出土したことは当該期の資料に乏しい周辺域に貴重な類例を提示す

ることができた。

2山 奈良～平安時代

今回調査した結果、古代に属する竪穴住居跡 6棟 (奈良時代 2棟、平安時代 4棟 )、 竪穴住居状遺構 2棟、

土坑21基、溝跡 2条 を検出した。

6棟の竪穴住居群を立地から概観すると、地形によって時期的な違いがみられる。特に、本宮熊堂B遺跡

周辺は南北方向において階段状に段丘崖が形成されている。最も高い南側の上段には稲荷遺跡、中段には本

宮熊堂B遺跡が立地している。北側の下段には本宮熊堂B遺跡と熊堂A遺跡が立地している。

また、各段の境には、古代以前と考えられているいわゆる旧河道が帯状に存在する。今回調査 した本宮熊

堂B遺跡 (第 18次調査)は、この中段と下段に調査区が跨つており、この中段の端部と下段の両方で古代の

竪穴住居を検出した。

今回の調査では、中段の竪穴住居 (4棟)は主に平安時代に属し、下段には奈良時代の竪穴住居 (2棟 )

が存在する。この傾向は、本宮熊堂B遺跡 (第 14次調査)で も同様である。この事実は、奈良時代 と平安時

代で、居住域がそれぞれやや異なる立地であることを示している。すなわち、比較すると奈良時代は、やや

低い位置に居住域が展開し、平安時代はやや高い位置に展開するとみられる。この時期的な居住域の立地の

変化は、現段階では要因不明であるが、奈良時代から平安時代にかけて何らかの要因で低い位置から高い位

置に移ったのであろう。

また、下段の旧河道より北には竪穴住居等の古代に属する遺構は検出されていない。よって、熊堂B遺跡

における古代の居住域は、平安時代中心の中段から奈良時代中心の下段旧河道南側までの間に収まっている

と言うことができる。
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3日 まとめと今後の課題

これまで、盛南開発に伴う発掘調査では、縄文時代に属する遺構・遺物は数少ない傾向にある。特に、遺

構は陥し穴等が多く、土器など明確な時期を特定できる遺物の出土は稀である。このような状況であるため、

今回の調査で検出した晩期の上坑群や晩期の土器は本宮熊堂A遺跡出土のものと合わせて良好な資料である。

これまでの調査で検出された時期不明の遺構にも縄文時代晩期のものが存在するのかもしれない。

また、これまで盛南開発に伴う発掘調査では、古代に属する多くの竪穴住居が確認されてきた。そして、

集落の復原や集落のあり方について様々な視点から論じられてきた。特に、この本宮熊堂B遺跡は近年調査

が進展し、古代に関しては概ね集落の全容が明らかになりつつある。

本宮熊堂B遺跡における古代集落の特徴として、以下のことが挙げられる。

1.奈良時代 (8世紀代)の住居群と平安時代 (9世紀代)の住居群がまとまってみられる。

2.奈良時代の集落は遺跡全体の中で、主に段丘による地形変化点から相対的な低地部分に展開する。

3.奈良時代の住居群は 1～ 3棟程度のまとまりで点在し、今回の調査では2棟が切 り合う形で旧河道沿い

のやや低地に立地する。

4.平安時代の集落は遺跡全体の中で、主に段丘による地形変化点から相対的な微高地部分に展開する。

5.平安時代の住居群は3～ 10棟程度のまとまりで密に分布する。

以上の集落の特徴から奈良時代と平安時代の各集落は同一の段丘上に立地しながらもミクロではそれぞれ

立地が異なる。この理由については想像の域を出ないが、耕作地などの生産域が 9世紀以降に低地に広がり、

そのため居住域は微高地へ展開していつたのではないだろうか。この展開は本宮熊堂B遺跡のみに限られた

ことではなく、同様の傾向は l km南に台太郎遺跡でもみられるようである。居住立地の画期について現段階

では、遺跡近くに存在する志波城の成立と大きく関わるものと考えたい。

今後は同様な画期を有する周辺の集落も検討に加え、当地域一帯における古代集落の動向を考えていく必

要があろう。 (福島)
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Ⅵ.考 察

平 安 時 代 に お け る 墓 境 一盛南開発地域 を中心 に一

1日

`よ

じめに

遺跡の発掘調査において、普遍的かつ数多く検出される遺構の一つに土坑と呼ばれる遺構がある。しかし、

この上坑という遺構は、単なる穴というだけで性格が不明なものがその大半を占めるというのが現状である。

このような性格不明の遺構を整理し、その特徴を見出すことによって本来の性格を想定することは考古学的

に有意義であると考える。特に墓娠は、様々な要因により他の遺構と峻別することが可能な場合がある。

本書で報告した本宮熊堂B遺跡第18次の発掘調査では、平安時代の墓壊と考えられる土媛を 1基検出した。

この遺構を調査 した結果を契機として、本宮熊堂B遺跡周辺でおこなわれているいわゆる盛南開発に伴う

発掘調査の調査結果を中心に当該期、当該地域における墓娠について若子の考察をおこないたい。

2山 墓渡の類例

今回類例として掲げる墓娠は、必ずしも「埋葬施設Jと して厳密に報告されていない。これは、人骨の出

土など確たる証拠がないためであろう。当地域での人骨の出土は条件的に望めない。しかし、次に列挙する

条件を満たすものを墓装として扱った。

①土墳の形態が不整でない。

②遺構埋土に人為的に埋め戻されたような痕跡が認められる。

③底面に副葬品と考えられる遺物が出土し、据え置かれたような出土状況がみられる。

不整な形態の墓壊も存在する可能性もあるが、全国的にみて古代の土墳墓、木棺墓の形態は不整でないも

のが多い。埋土の自然、人為の堆積差は発掘調査で認識できない場合もあるが、ブロック土の混入によって

判別できるものも多く認められる。最後の副葬品は、これを伴わない場合が想定されるため絶対的な条件に

はなり得ない。しかし、底面に意図的に据え置かれた出土状況を示すものは副葬品である可能性が高いと考

えられ、同時に墓娠である可能性も高くなると考えられる。以上のように若千主観的になる場合もあるが、

これら3つの条件は「埋葬施設」として土墳を認定する場合の重要な条件と考えられる。

盛岡市の北上川より西側地域は、現在大規模な開発 (いわゆる盛南開発)に伴い広大な面積を発掘調査中

であり、古代集落の様子が次第に明確になりつつある。調査がおこなわれた代表的な古代の遺跡は本宮熊堂

B遺跡、野古A遺跡、小幅遺跡、台太郎遺跡、飯岡沢田遺跡、飯岡才川遺跡、細谷地遺跡などである。

これらの追跡の調査結果から3つの条件を満たす平安時代の土媛と平安時代の墓墳と報告されているもの

を抽出した。

・可ヽ幅遺跡 (第 2次 )RE06竪穴状遺構 ………・2,70m× 1.12m・ 深さ30cm程度の長方形、人為堆積埋土、底

面付近で土器出土。

。台太郎遺跡 (第 15次)RD047土坑 ・………・■46m× ■44m・ 深さ15.2 cmの 方形、地山ブロック土混 じる

埋土、底面より完形の須恵器甕 (壼 ?)出土。 (第50図 4)
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・台太郎遺跡 (第15次)RD046土坑 ・………・・3.14m× ■42m・ 深さ44.5cmの 長方形、礫を多く含む人為堆

積埋土、底面より刀子出土。 (第50図 5)

。台太郎遺跡 (第26次 )RD644土坑 ・………・・358m× 110m。 深さ48.3cmの長方形、人為堆積埋土、土師

器など土器類出土、「墓墳か」と報告。 (第50図 1)

・細谷地遺跡 (4・ 5次)RD21土坑 …………。1.80m× 084m。 深さ35cmの 長方形、人為堆積埋土、底面よ

り完形の土師器杯出土。 (第50図 2)

・細谷地遺跡 (4・ 5次)RD22土坑 …………・1.50m× 1.32m・ 深さ31cmの 方形、人為堆積坦土、遺物の出

土はなかったが墓墳と報告。 (第50図 3)

以上、盛南開発地域における平安時代墓娠の類例をいくつか挙げたが、これら以外にも一部の条件を満たさ

ない土坑が存在する。例えば、遺物を欠くが同様の規模・形状 。人為体積埋土などの近似する属性を有する

土坑も多数存在する。このような土坑の中にはかなり高い確率で墓壊が含まれている可能性が考えられる。

3日 墓墳の特徴と意義

類例から得られた墓娠のデータからその特徴と傾向を導き出すと、位置、分布、規模、形態、埋土、底面

の様子などにおいて特徴がみられる。これら墓娠の特徴は、当該期の居住域内に存在し、分布状況は密集せ

ず散らばっている。平面形態は、長方形を呈するものと方形を呈するものの 2種が認められる。規模は一定

ではないが、埋土は地山のブロック土を含む人為的な堆積を示している。さらに、底面はほld~平坦で、遺物

が出土する例が多い。これらの特徴は今回調査した本宮熊堂B遺跡で検出したR D 159土 坑にも当てはまる。

この墓壊は平面長方形、人為堆積の埋土、底面からは土師器杯が出土した。墓墳主軸は東西方向である。

以上の特徴から推定できる盛南地区の平安時代の墓墳について述べる。一般的に茶昆に付された人骨は比

較的遺存し易いが、人骨が出土しないことを考えると、火葬ではなく主に土葬であった可能性が高い。これ

に関しては、墓媛の規模が成人の伸展葬が可能な長方形プランの墓娠の存在からも窺える。今回取 り上げた

墓墳内には、鉄釘が出土する例が存在しないことから鉄釘を用いた木棺を伴う墓ではなかったと考えられる。

このような事実からこれら墓娠は、土娠墓と呼んでも差し支えなさそうである。ちなみに、本宮熊堂B遺

跡周辺では、飯岡沢田遺跡で平安時代の火葬人骨を納めた蔵骨器が出土しており、県内では珍しい平安時代

の火葬墓である。

次に、平面形態において長方形、方形の 2種が存在することが判明したが、両者の差異が何を示すのかは

不明である。しかし、細谷地遺跡 (4・ 5次)の R D21土坑 (長方形土娠)・ R D22土坑 (方形土娠)は互い

に切 り合い関係が認められ、長方形土墳は方形土娠によって切られている。少なくともこの 1例は、長方形

と方形の両者の間に時期差がありことが看取できる。

また、副葬品については土器類が多いようである。しかし、台太郎遺跡 (第 15次)R D 046土 坑では底面

で刀子が出土している。副葬品にも身分差・性差・習俗差など様々な差が存在するのかもしれない。

最後に、これら墓壊は集落に近在、あるいは内部に存在し、群を成さない特徴がある。約600棟の竪穴住

居が存在する台太郎遺跡においても墓壊は比較的少ない。

このことから、これまで抽出した土壊墓はごく一部の人々のものであると考えられる。
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4Eま とめ

本宮熊堂B遺跡で検出した平安時代の墓墳を足掛かりに周辺集落での墓壊を探つてみた。その結果、周辺

の各平安時代集落内に当該期の墓壊が存在している可能性を示すことができた。これらの墓羨は集落内で点

在しており、土葬で木構などに埋葬されない土渡墓であった可能性が高い。墓頻は平面長方形のものと方形

のものの2種類が存在し、何らかの差が存在すると考えられる。副葬品と思われる遺物を持つ墓墳も存在し、

遺物の有無にも差が認められる。

今後、資料の抽出範囲を拡大し、この平安時代の上壊墓について多角的な視点で考えていきたいと思う。

(福島)

引用参考文献

―(財 )岩手県文化振興事業国調査報告書―

。第244集  F小幅遺跡第2次発掘調査報告書』 1996

・第309集  F台太郎遺跡第15次発掘調査報告書』 1999

。第414集 『細谷地遺跡第4・ 5次発掘調査報告書』 2002
・第416集 「台太郎遺跡第26次発掘調査報告書』 2002
-その他一

・『東日本における奈良・平安時代の墓制』 1995東日本理蔵文化財研究会
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イノンシ形上製品 (I区カクラン出土)
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遭路南側現況 (東から)

遭路北側現況 (南から)

写真図版 1 発掘調査前現況

-74-



一， 一一・一一
す辮
一

西側調査区調査終了状況 (北東から)

遭路北側調査終了状況 (南から)

写真図版 2 全  景

-75-



｀
|!il!i―
・

,i

RD162・ RD163完掘 (東 から)

RD164完掘 (南西から)

RD165完掘 (南から)

RD166完掘 (南 から)

断 面 (東から)

RD164完掘 (南から)

I IⅢ・

RD165断面 (南 から)

■
４

写真図版 3 RD162～ 166土坑
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調査前近景 (東から)

基本土層 (北から)

調査風景 (南西から)
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写真図版 6 1区 調査前現況・調査風景

-79-



嘉
殻

一
令
十
一４
．一

Ｉ
一・■
熊

鞣瀑

」 4

Ⅲ軍々Ⅲ報:ヽ 鞠

遺跡近景 (北から)

写真図版 7 1区 全景

-80-

空中写真 (西から)



i■姿お∵
亀‐ 手ま■・― ′  ・・  iヽ謬襲単 ―

RA081全景 (東から)

練 整甍露

埋土断面 (東から)

埋土断面 (南から)
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RG097(南から) RG098(西から)

RG097埋土上部断面 (北から) RG098埋土断面 (東から)

RG097埋上下部断面 (南から) RG097溝内小流路跡 (東から)

RG097・ 098溝跡 (I区 )
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写真図版1l RG098溝跡 (1区 )
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写真図版24 RA081
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写真図版24 RA081 RG097・ RG098
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写真図版30 RD184～ RD186 RZ014
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写真図版32 遺構外
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写真図版34 古代以前
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写真図版35 古代以前
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